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安全上のご注意

危険

このような絵表示は､気をつけていただきたい｢注意
喚起｣内容です。
このような絵表示は､してはいけない｢禁止｣内容で
す。

このような絵表示は､必ず実行していただく｢強制｣
内容です。

■お守りいただく内容の種類を､次の絵表示で区分し､説明し

ています。(下記は絵表示の一例です)

警告
注意

この表示の欄は､｢死亡または重傷などを負う可能性が
想定される｣内容です。

この表示の欄は､｢傷害を負う可能性または物的損害の
みが発生する可能性が想定される｣内容です。

お使いになる人や他の人への危害､財産への損害を未然に防止する
ため､必ずお守りいただくことを､次のように説明しています。

バッテリーの充電
は､専用の充電器を
使う

機器の形状が同じ
でも性能が異なる
と､バッテリーの液
もれ･発熱･発火･
破裂につながりま
す。

●バッテリーを指定以外の機器
に使わないでください。

バッテリーを分解､
加工 (はんだ付けな
ど)､加圧､加熱､火中
投入などをしない

液もれ･発熱･発
火･破裂につながり
ます。

●不要(寿命)になったバッテ
リーについては､86ページ
をご参照ください。

バッテリーを炎天下
(特に真夏の車内)など､
高温になるところに放
置しない

液もれ･発熱･発
火･破裂につながり
ます。

バッテリーの端子部(+
と-)に金属物(ネック
レスやヘアピンなど)を
接触させない

液もれ･発熱･発
火･破裂につながり
ます。

●ビニール袋などに入れ､金属
物と接触させないようにして
ください。

禁 止
禁 止

禁 止

危険
■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害
や損害の程度を､次の表示で区分し､説明しています。

必ずお守りください

この表示の欄は､｢死亡または重傷などを負う危険が切
迫して生じることが想定される｣内容です。



5

煙が出ている､異常に
熱い･におい･音がする
ときなどは､使うのを
やめ､電源プラグを抜
く

●バッテリーで使っている場合
は､バッテリーを外してくだ
さい。

●販売店にご相談ください。

火災･感電につな
がります。

電源プラグ
を抜く

内部に水や異物などが
入ったときや外装ケー
スが破損したときは､
使うのをやめ､電源プ
ラグを抜く

電源プラグ
を抜く

火災･感電につな
がります。

●バッテリーで使っている場合
は､バッテリーを外してくだ
さい。

●販売店にご相談ください。

内部に金属物や燃えや
すいものなどを入れな
い

火災･感電･故障に
つながります。

禁 止

●乳幼児にご注意ください。

ぐらついた台の上や傾
いたところなど､不安
定なところに置かない

落下すると､けがや
製品の故障につな
がります。

禁 止

警告

電源プラグのほこり
などは取る

湿気などでショー
トや絶縁不良とな
り､火災･感電につ
ながります。

●プラグを抜き､乾いた布でふ
いてください。

●プラグは時々点検してくだ
さい。

電源プラグは､根元ま
でしっかりと差し込む

接触不良で火災･
感電につながりま
す。

●いたんだプラグやゆるんだ
コンセントは､使わないでく
ださい。

●プラグは時々点検してくだ
さい。

交流 100 ボルト～
240 ボルト以外では
使わない
また､配線器具の仕様
をこえる使いかたを
しない

たこ足配線な
どの場合も､過
電流で発熱し､
火災･故障につ
ながります。

禁 止

電源コードやプラグを
破損させない

無理なねじり､
引っ張り､加工､重
いものの下敷きな
どは､コード破損
の原因となり､火
災･感電につなが
ります。

禁 止

●破損したときは､使うのをや
め､販売店にご相談くださ
い。

安
全 

他
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安全上のご注意(つづき)

水をかけたり､ぬらし
たりしない

●水が入ったときは､販売店に
ご相談ください。

●雨天､降雪中､海岸､水辺など､
水がかかりやすいところで使
うときは､ぬらさないように
ご注意ください。

内部に水が入る
と､火災･感電･
故障につながり
ます。

分解や改造をしない

火災･感電･故障
につながりま
す。

●修理や内部の点検は､販売店
にご相談ください。

●お手入れ時で､部品の取り外
しや取り付けなどが必要な場
合は､説明書の指示に従って
ください。

不安定な状態で使わな
い

転落すると､死亡や
大けがにつながり
ます。

禁 止

●安定した足場､安定した体勢
を確保してください。

コイン電池は､乳幼児
の手の届くところに置
かない

誤って飲み込むと､
身体に悪影響を及
ぼします。

警告

自動車など､乗り物を
運転しながら使わない

事故の誘発につな
がります。

●歩きながら使うときも､周囲
の状況､路面の状態などに十
分ご注意ください。

雷が鳴り出したら､本
機の金属部や AC アダ
プターなどの電源プラ
グにふれない

落雷すると､感電に
つながります。

ぬれた手で電源プラグ
を抜き差ししない

水ぬれ禁止
分解禁止

●万一飲み込んだと思われると
きは､すぐに医師にご相談く
ださい。

禁 止

禁 止

ぬれ手禁止

●必ず､乾いた手で持ってくだ
さい。

接触禁止

感電につながりま
す。

必ずお守りください
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お手入れの際や長期間
使わないときは､安全
のため､電源プラグを
抜く 誤って内部にふ

れると､感電する
おそれがありま
す。また､通電状
態で放置､保管す
ると､絶縁劣化､
漏電などにより､

火災につながるおそれがありま
す。(テープ保護のため､カセッ
トも取り出しておいてください)

レンズやファインダー
を太陽や強い光源に向
けたままにしない

集光により､内部部
品が破損し､火災の
おそれがありま
す。

禁 止

カセット入れ口に指を
はさまれないように注
意する

けがをするおそ
れがあります。

注意

飛行機内で使うとき
は､航空会社の指示に
従う

本機が出す電磁
波などにより､飛
行機の計器に影
響を及ぼすおそ
れがあります。

●病院などで使うときも､病
院の指示に従ってくださ
い。

電源コードを持って抜
かない

コード破損の原因
となり､火災･感電
のおそれがありま
す。

●必ず､電源プラグを持ってく
ださい。

充電中や使用中は､機
器の上に布などをかぶ
せない

熱で外装ケースが変
形し内部が発熱する
と､火災･感電･故障
のおそれがありま
す。

本機の上に重いものを
置いたり､乗ったりし
ない

重量で外装ケース
が変形し､内部部
品を破損すると､
火災･感電･故障
のおそれがありま
す。

禁 止

禁 止

●乳幼児にご注意ください。

指に注意

コイン電池は､+･-を
確かめ､正しく入れる

間違えると､液も
れ･発熱･発火･破裂
などを起こし､けが
をするおそれがあ
ります。

禁 止

電源プラグ
を抜く

高温になるところに放
置しない

特に真夏の車内､車
のトランクの中は､
想像以上に高温(約
60℃以上)になりま
す。カセットテープ

やビデオカメラ､バッテリー､ア
ダプターなどを絶対に放置しな
いでください。熱で外装ケース
が変形し内部部品が破損すると
火災･感電のおそれがありま
す。

禁 止

安
全 

他
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油煙､湯気､湿気､ほこ
りなどが多いところ､
振動が激しいところで
使わない

●3年に一度ぐらいは､販売店
に点検をご相談ください。
(特に湿度が高くなる梅雨期
の前に点検をすると､効果的
です)

●費用についても､そのときお
確かめください。

水やほこりが入っ
たり､振動などで内
部部品が損傷する
と火災･感電のおそ
れがあります。禁 止

コイン電池を分解､
加工 (はんだ付けな
ど)､加圧､加熱､火中
投入などをしない

液もれ･発熱･発火･
破裂のおそれがあ
ります。

禁 止

液もれ･発熱･発
火･破裂などを起こ
し､けがをするおそ
れがあります。

●ビニール袋などに入れ､金属
物と接触させないようにして
ください。

禁 止

コイン電池の+･-部
に金属物(ネックレスや
ヘアピンなど)を接触さ
せない

電池が液もれしたときは:
●万一､液もれが発生し､液が手や衣服に付いたときは､水でよく洗い
流してください。

●液が目に入ったときは､失明のおそれがあります。 目をこすらず
に､すぐにきれいな水で洗ったあと､医師にご相談ください。

指定以外の電池を使わ
ない 指定以外を使うと､

液もれ･発熱･発
火･破裂などを起こ
し､けがをするおそ
れがあります。

禁 止

注意

記載の品番は 2001年12 月現在のものです。

以下の付属品がすべて入っているかお確かめください。

付属品

安全上のご注意(つづき) 必ずお守りください

リモコン
N2QAFC000003
コイン電池
CR2025

映像 /音声コード
(ミニジャック対応)
K2KC4CB00002

フリースタイル
リモコン
N2QCAD000001

レンズキャップ
VYF2840
レンズキャップひも
VGQ5327

ショルダーベルト
VFC3506

ACアダプター

電源コード
VJA0536T

ＤＣコード
VEK8925

バッテリーパック

SDメモリーカード
(8MB)
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まずお読みください！
事前に必ずためし撮りをしてくだ
さい。
大切な撮影(結婚式など)は､必ず事
前にためし撮りをし､正常に撮影
(録画など)や録音されていること
を確かめてください。特に｢特殊
効果｣や｢逆光補正｣をご使用の際
は設定をご確認ください。

撮影内容の補償はできません。
本機およびカセット(テープ)､カー
ドの不具合で撮影(録画など)や録
音されなかった場合の内容の補償
についてはご容赦ください。

著作権にお気を付けください。
あなたが撮影(録画など)や録音し
たものは､個人として楽しむ以外
は､著作権法上権利者に無断では
使用できません。 個人として楽
しむ目的であっても､撮影を制限
している場合がありますのでお気
を付けください。

カードのデータについて
他機で記録､作成したデータの本
機での再生､本機で記録したデー
タの他機での再生はできない場合
がありますので､あらかじめご確
認ください。

本書内の写真､イラストについて
本書内の写真は､説明のためスチ
ル写真から合成しています。
また､本書内の製品姿図･イラス
ト･メニュー画面などは実物と多
少異なりますが､ご了承くださ
い。

参照ページについて
参照いただくページを(P00)で示
しています。

本機で使用できるカセットは
Òマークの付いたデジタルビ
デオカセットテープです。

本機で使用できるカードは
SDメモリーカード､マルチメディ
アカードです。

●  SD ロゴは商標です。
● Microsoft Windows は米国
Microsoft Corporationの商標
です。

● Macintosh､MacOS､漢字 Talk
はApple Computer Inc.の登録
商標または商標です。

● i.LINKは IEEE1394-1995仕様
およびその拡張仕様､¥は i.LINK
に準拠した製品につけられるロ
ゴです。 i.LINK､¥は商標です。

●                  商標は Bluetooth SIG
社 （アメリカ） によって所有
され、 松下電器産業株式会社
に許可された商標です。

●その他､この説明書に記載されて
いる各種名称､会社名､商品名な
どは各社の商標または登録商標
です。

この装置は､情報処理装置等電
波障害自主規制協議会(VCCI)
の基準に基づくクラス B 情報
技術装置です。この装置は､家
庭環境で使用することを目的
としていますが､この装置がラ
ジオやテレビジョン受信機に
近接して使用されると､受信障
害を引き起こすことがありま
す。
取扱説明書に従って正しい取
り扱いをして下さい。

使う前に
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使
う
前
に

アクセスをお待ちしています
ビデオの撮りかたや新製品情報
など､パナソニックビデオ/ビデ
オカメラのホームページをご覧
ください。

http://www.panasonic.co.jp/
products/dvc/
また､ 別売のソフトウェアの
WindowsRXP対応については

http://www.panasonic.co.jp/
customer/video/connect/
win_xp/xp.html
をご覧ください。
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各部の名前と働き 6サーチ(r)/早送り(5)ボタン
撮影: カメラサーチをします。(P38)
再生: 早送り･早送り再生します。(P34)
カ
再

ー
　
ド
生: カードのファイル送りをします。(P52)

7フェード / 停止(■)ボタン
撮影: フェード効果に使います。(P44)
再生: テープ走行を停止します。(P32)
カ
再

ー
　
ド
生: カード再生を停止します。(P52)

8静止画 / 一時停止(;)ボタン
撮影: 静止画にします。(P26)
再生: 静止画再生します。(P36)
カ
再

ー
　
ド
生: カード再生を一時停止します。(P52)

9カラーナイトビューボタン
暗い場所でもカラーで､明るく浮かび上がらせて撮影できます。
(P41)

:タイトルインボタン
映像にタイトルを入れるとき､消すときに使います。(P58)

;マルチ /子画面ボタン
マルチ画面表示や子画面表示するときに使います。
(P47､48)

<テープ/カード選択スイッチ
テープ､カードのどちらに記録するか選択します。
(P25､51､54)

=動作中ランプ
カードのデータにアクセスしているときに点灯します。(P51)

>カード挿入口

?カード扉(P50)

1液晶モニター

2液晶開くノブ(P20)

3シュー
ステレオマイクロホンなどを付けるところです。(P89)

4サーチ(s)/巻戻し(6)/撮影チェック(S)ボタン
撮影: カメラサーチ(P38)・ 撮影チェックをします。
再生: 巻戻し･巻戻し再生します。(P32､34)
カ
再
ー
　

ド
生: カードのファイル戻しをします。(P52)

5逆光補正 /再生(1)ボタン
撮影: 逆光補正します。(P40)
再生: 再生します。(P32)

再生中に押すと､可変速サーチモードになります。(P34)
カ
再
ー
　

ド
生: カードのデータを再生します。(P52)
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使
う
前
に

@ズームレバー

Aフォトショットボタン

B視度調整レバー
視力に合わせてファインダーを調整するときに使います。(P19)

Cファインダー
液晶モニターを閉じたときに､映像を見るところです。(P19)
対面撮影時はファインダーにも映像が映ります。(P31)

Dファインダー引出しノブ

Eバッテリー取付け部

Fショルダーベルト取付け部(P22)

G撮影開始 / 一時停止ボタン
撮影を始めるとき､一時停止するときに使います。(P25)

H操作モード(電源)ランプ

I電源 /操作モード切換えスイッチ
電源の｢入｣｢切｣操作をします。
回して｢入｣の状態でさらに回すごとに､操作モードが切り換わり
ます。(P18､52)

Jマルチプッシュダイヤル
　● メニューの項目選択･設定(P23､24)
　● 電子シャッター､絞り / ゲインの選択･設定(P44)
　● 音量調整(P33)
　● 再生時のジョグ操作(P36)
　● 可変速サーチの速度調整(P34)
　● マルチ画面のファイルを選択(P52)
　● 白バランスの設定(P42)
　● 手動でピント調整(マニュアルフォーカス)(P43)

Kメニューボタン
メニューを表示します。(P74 ～ 76)

Lクイックスタート切換えボタン /
クイックスタートランプ
クイックスタート切換えボタンを押してクイックスタートラン
プを点灯させるとクイックスタートモードになります。(P27)

Mモード切換えスイッチ
フルオート / マニュアル / フォーカスの切り換えをします。

N三脚取付け穴(P23)

Oバッテリー取外しレバー

クルッと
回して
選択する

ポンと
押し込んで
設定する

マルチプッシュダイヤルの基本操作
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各部の名前と働き(つづき)

P
リ セ ッ ト

RESETボタン
電源が入っているのに操作できな
いなど､トラブルがおこったとき
に､先の細いもので押してくださ
い。(P99)

Qスピーカー

Rカセットホルダー(P18)

Sカセット取出しレバー(P18)

Tカセットホルダー閉じるボタン
ここを押してカセットホルダーを
閉じます。(P18)

Uカセットカバー
カセットホルダーを閉じたあと
に､     を押してカセットカバー
を閉じます。(P18)

Vレンズフード(P89)

Wレンズ

X撮影お知らせランプ(P27)

Y白バランスセンサー(P42)

Zリモコンセンサー(P20)

[内蔵ステレオマイク

\S2(S1)映像入出力端子
テレビで映像を見るときやダビングするときな
どに使います。(P36､63～65)

]AV入出力 / ヘッドホン / リモコン端子
テレビで映像を見るとき､アフレコ､ダビングを
するとき､ヘッドホンで音声を聞くとき､フリー
スタイルリモコンを使うときなどに使います。
(P33､36､63 ～ 65､67)

^マイク端子(P67)

_グリップベルト取付け部(P21)/
レンズキャップひも取付け部(P22)

`DV端子(¥)
デジタル信号の入出力用端子です。 DV 端子
(i.LINK端子)を持つデジタルビデオ機器やパソ
コンと接続します。(P65､68､69)

aデジタル静止画端子
　　　　　アダプターキット(別売)やパソコン静
止画キット(別売)を使って､パソコンに画像を取
り込むときに使います。(P70､71)

bUSB/ ミニシステムE端子(P70)
●パソコンのUSB 端子と接続するときに使いま
す。 別売のUSB接続キットを使って接続して
ください。

●編集コントローラーなどと接続するときに使いま
す。接続にはシステムコード/VW-CA20(別売)
またはミニシステムE変換アダプター /VW-
CE1(別売)が必要です。

cグリップベルト(マジックストラップ)(P21)
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使
う
前
に

リモコン
1表示出力ボタン

画面の機能表示をテレビに表示させます。(P37)

2年月日 /時刻ボタン(P33)

3撮影操作 / 音量調整部
ズーム /音量ボタン
撮影: ズーム操作に使います。(P28)
再生: 内蔵スピーカーの音量を調整するときに使います。(P33)

再生ズームの倍率を変えるときに使います。(P50)

4表示切換ボタン(P79)

5リセットボタン(P93)
(リニア)カウンターの値がゼロになります。

7録画ボタン(●)(P64､68)
再生: 再生ボタンと同時に押して､録画を開始します。

9アフレコボタン(P66)
再生: アフレコ操作に使います。

:再生操作部
再生ボタン(1)
再生: 再生します。(P32)また､録画ボタンと同時に押して､録

画します。(P64､68)
カ
再
ー
　

ド
生: カードのデータを再生します。(P52)

スロー / コマ送りボタン(E､D)
再生: 再生中に押すと､スロー再生､一時停止中に押すと､コマ

送り再生になります。(P35､36)
(Eは逆方向､Dは正方向です)

頭出しボタン(K､L)
再生: 撮影した映像を頭出しします。(P38)

(Kは逆方向､Lは正方向です)

;可変速サーチボタン(P34)
再生: 可変速サーチモードになります。

<映像効果部
選択ボタン(P49)
再生: ｢デジタルセッテイ｣メニューの｢コウカセンタク｣のモー

ドを設定します。
メモリーボタン(P49)
再生: ｢コウカセンタク｣のワイプ､ミックス時のメモリー画像を

決定するときに使います。
切 /入ボタン(P49)
再生: 選択モードを一時解除するとき･有効にするときに使いま

す。｢コウカセンタク｣のワイプ､ミックス効果を始めると
きにも使います。

=再生ズームボタン
(P50)
再生: 再生映像を拡

大するときに
使います。

>メニュー設定 / 再生
ズーム操作部
方向ボタン
再生ズーム時､画面を
上下左右に動かすこと
ができます。(P50)
メニュー画面表示時
は､メニュー内の項目
を選ぶ項目ボタンや選
んだ項目の値やモード
を設定する設定ボタン
に変わります。(P25)
π∫ボタンで､可変速
サーチのサーチ速度を
変更できます。(P34)
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各部の名前と働き(つづき)

1AC入力端子(AC IN)(P16)
電源コードを接続します。

2バッテリー装着部
バッテリーを充電するとき､
ここに装着します。

3電源ランプ(POWER)
電源が供給されると点灯します。

4充電ランプ(CHARGE)
充電中は点灯し､満充電完了で消灯します。

5DC出力端子(7.9V DC OUT)(P17)
DC コードを接続し､ビデオカメラに電源を供給します。

以下のボタンはビデオカメラ本体のボタンと同じ機能です。
3撮影操作 / 音量調整部

フォトショットボタン(P26､51､54)

撮影開始 / 停止ボタン(P25)

6タイトルインボタン(P58)

8マルチ / 子画面ボタン(P47､48)

:再生操作部
巻戻しボタン(6)(P25､32､34､52)
早送りボタン(5)(P34､52)
停止ボタン(■)
一時停止ボタン(;)

>メニュー設定 / 再生ズーム操作部
メニューボタン(P23)

ACアダプター

フリースタイルリモコン

ハイアングルからローアングルまでいろいろな角度から撮影で
き､また三脚使用時にも便利です。 使用しないときは､クリッ
プをグリップベルトにはさんでおくと便利です。
右手で操作が苦手な左利きの人もより使いやすくなります。
(フリースタイルリモコンのコードの長さ: 93 cm)

1撮影開始 / 一時停止ボタン
(｢REC｣ボタン)

2ズームレバー
(｢T/W｣レバー)

3フォトショットボタン
(｢PHOTO SHOT｣ボタン)

4クリップ

●フリースタイルリモコンのクリッ
プをポケットなどに取り付けた状
態で移動されるときは､三脚の転
倒､机などからの本体の落下に注意
してください。
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使
う
前
に

1機材の準備

4見てみましょう(P32)

3撮りましょう(P25)

本機 AC アダプター / 電源コード / バッテリー / カセット

2電源･カセットの準備(P16～18)

2付けて1充電して…

1｢撮影｣モードにして… 2撮る

1｢再生｣モードにして… 2 巻き戻して(6)
3見る(1)

3入れる

まず､撮って見てみましょう
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バッテリーは充電すると使えるよ
うになります。

マークにそってバッテ
リーを水平にのせ､スラ
イドさせる

電源コードをつなぐ
●｢POWER｣ランプと｢CHARGE｣ラン
プが点灯し､充電が始まります。

｢CHARGE｣が消灯で満
充電完了

バッテリーをACアダプ
ターから外す

●充電時はDCコードをつながない
でください。

充電済みのバッテリーを付けると､
ビデオカメラを操作できるように
なります。

バッテリーをまっすぐ押
しあて､｢カチッ｣と音が
するまで､上にずらす

バッテリーを外す
バッテリー取外しレバーをスライ
ドさせながら､下にずらして外す
●電源スイッチを｢切｣にして､電源
ランプが消灯したことを確認して
からバッテリーを外してくださ
い。

●バッテリーを落下させないように
手で支えておいてください。

バッテリーを付ける

●左表は常温(温度 25℃/ 湿度 60%)での時間で
す。 高温､低温時は充電時間が長くなります。
めやすにしてください。左表の間欠撮影可能時
間とは､撮影､停止などをくり返したときにテー
プに記録できる時間です。実際にはこれより短
くなることがあります。

バッテリーを充電する
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ACアダプターを使って､電源コン
セントにつなぐと､バッテリーの消
耗を気にせず使えます。

DCコードをつなぐ

電源コードをつなぐ

電源コンセントにつないで使う

使
う
前
に

AC アダプター､バッテリーについて
●ビデオカメラからバッテリーを外すときは､電源スイッチを
｢切｣にして､電源ランプが消灯したことを確認してから外して
ください。

●DCコードがACアダプターにつながっていると､充電できませ
ん。

●使用後や充電後はバッテリーが温かくなります。また､使用中
はビデオカメラ本体も温かくなりますが､故障ではありませ
ん。

●バッテリーの長期保管については､86ページをご参照くださ
い。

● ACアダプターは海外でも使うことができます。(P90)
●別売のバッテリーパック(VW-VBD5)を使うと､1 個のバッテ
リーで長時間撮影することができます。詳しくはバッテリー
パックの説明書をお読みください。

●別売のバッテリーパック(VW-VBD33､VW-VBD25)を使うと､
バッテリーが大きいため､ファインダー使用時､画面が見づら
くなります。

●別売のバッテリーパック(VW-VBD55)は､バッテリー取付け部
の形状が異なるため､使用できません。
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電源を入れる

①の青いボタンを押し
ながら､電源 / 操作モー
ドスイッチを回して
｢入｣にする

●電源が入り､｢撮影｣ランプが点灯
します。

操作モードを切り換える

｢入｣の状態からさらに
回す

●回すごとに｢再生｣→｢カード再
生｣→｢撮影｣と切り換わります。

電源を切る

①の青いボタンを押し
ながら､電源 / 操作モー
ドスイッチを回して
｢切｣にする

●電源が切れ､ランプが消灯しま
す。

●操作モードを切り換えるときは､
切り換わったことをランプで確
認してから操作してください。

電源 / 操作モードスイッチを使うカセットを入れる

レバーをずらした状態
で､最後まで開く

カセットホルダーが開い
てから､入れる

●カセット窓の方向を図のように
して､奥まで入れてください。

｢押 閉じる｣ボタンを押し
て､カセットホルダーを
閉じる

カセットホルダーが完全
に納まってから､カセッ
トカバーを閉じる

カセットを取り出す
カセット取出しレバーをずらしな
がらカセットカバーを開き､出て
きたカセットをまっすぐ抜き取る

●カセットホルダーの動作中は､
｢押 閉じる｣ボタン以外は触らな
いでください。

●カセットを入れるときは､方向を
よく確かめ､最後まで確実に入れ
てください。
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カセットを出し入れするときは
●使用途中のカセットを入れたときは､カメラサーチ機能(P38)
やブランクサーチ機能(P39)を使って､続けて撮影する部分を
さがしておきましょう。

●特に､一度使用したカセットに重ね撮りする場合､必ず続けて
撮影する部分をさがしてから､撮影してください。

カセットホルダーが納まらない場合は､以下の処置を行ってく
ださい。
●｢押 閉じる｣ボタンを確実に押す
●電源スイッチを入れ直す
●バッテリーが消耗していないか確認する

カセットホルダーが出てこない場合は､以下の処置を行ってく
ださい。
●カセットカバーを一度完全に閉じてから､再度最後まで開く
●バッテリーが消耗していないか確認する

使用できる当社のカセット
(2001年12 月現在)
SP(標準):
Standard Play の意味です。
LP(長時間):
Long Play の意味です。(P30)

●カセットは絶対に高温の場所に置かないでください。テープ
がいたんで再生時にモザイク状のノイズが出る場合がありま
す。

誤消去防止つまみについて
撮影後は､誤って撮影内容を消さないた
めに､カセットの誤消去防止つまみを
｢SAVE｣側(開く)にしておくことをおす
すめします。 こうしておくと､撮影が
できなくなります。｢REC｣側に戻す
と､撮影が可能になります。

使
う
前
に

使う前に､視力に合わせてファイ
ンダー内の文字が一番よく見える
ようにします。

液晶モニターを閉じておいてくだ
さい。(開いていると､ファイン
ダーは点灯しません)

｢入｣にする

ファインダー引出しノブ
をつまんで､ ファイン
ダーを引き出す

レバーを動かして調整す
る

●ファインダーを使うときは､見や
すい位置まで引き出してくださ
い。

●メニューでファインダーの明る
さが調整できます。(P77)

●別売のバッテリーパック(VW-
VBD33､VW-VBD25)を使うと､
バッテリーが大きいため､ファイ
ンダー使用時､画面が見づらくな
ります。

ファインダーを使う

カセット品番

AY-DVM30

AY-DVM60

AY-DVM80

使用できる時間

SP

30 分

60 分

80 分

LP

045 分

090 分

120 分
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付属のコイン電池をリモコンに入
れる

つまみを矢印の方向に押
しながら､ホルダーを引
き抜く

+マークを上に向け､入
れる

●電池の向きをよく確認して入れて
ください。

ホルダーを元に戻す

リモコンを使う

操作モードを希望の
モード(P18)にし､リモ
コンセンサーに向けて
リモコンの操作ボタン
を押す

●各ボタンの働きについては､13、
14ページをご参照ください。

●リモコンの操作範囲は､室内での
使用時の値です。 屋外やリモコ
ンセンサー部に強い光が当たって
いるときは､この範囲内であって
も操作できない場合があります。

●近距離(約1m 以内)で操作すると
きは､センサー横(液晶モニター側)
からもリモコン操作ができます。

リモコンを使う

液晶モニターを見ながら撮ること
もできます。

｢入｣にする

液晶開くノブに指をかけ
て､液晶モニターを開く

●ファインダーが消灯します。

液晶モニターの角度の調整
撮影する角度によって､液晶モニ
ターの角度を調整する
●レンズ方向に180°､手前方向に
90°まで回転します。それ以上
に無理な力で回したり､9090909090°回°回°回°回°回
転した状態で閉じると転した状態で閉じると転した状態で閉じると転した状態で閉じると転した状態で閉じると本機の
故障につながります。

●液晶モニターを閉じるときは､カー
ド扉(P50)が閉じていることを確認
してから､確実に閉じてください。

●メニューで液晶モニターの色の濃
さ､明るさが調整できます。(P77)

●液晶モニターをレンズ方向へ回
転させたとき(対面撮影時)は､
ファインダーと液晶モニターが
同時に点灯します｡

液晶モニターを使う

●液晶モニターをレンズ方向に
180°回して閉じると､再生映像
を見るときなどに便利です。
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コイン電池について
●コイン電池(CR2025)が消耗した場合は､新しい電池と交換し
てください。(電池の寿命は使用頻度にもよりますが､約1年
です)リモコンを本機のリモコンセンサーの近くで操作しても
動作しない場合は､電池が消耗しています。

●コイン電池は､幼児の手の届かないところに置いてください。

同時に2 台のビデオカメラを使う場合のリモコンの設定
１台のビデオカメラとリモコンの設定を｢VTR1｣に､もう１台の
ビデオカメラとリモコンを｢VTR2｣に設定すると､2台の間での
リモコンの誤作動を防ぐことができます。( 出荷時設定は
｢VTR1｣です。またコイン電池を交換すると､設定が｢VTR1｣に
なります)
設定のしかた
リモコン側  : 下図参照

ビデオカメラ側  : ｢ソノタセッテイ｣メニューの｢リモコン｣の
項目で設定(P23､24)

●ビデオカメラとリモコンの設定が違うときは､画面に｢リモコ
ン｣と表示が出ます。 電源を入れたあとの最初の操作時のみ
｢リモコンのセッテイをカクニンしてください｣のメッセージ
が表示されます。(P82)

液晶モニターについて
液晶モニターは､精密度の高い技術で作られていますが､液晶
モニターの画面上に黒い点が現れたり､常時点灯(赤や青､緑の
点)することがあります。これは異常ではありません。液晶
モニターの画素については99.99 ％以上の高精度管理をして
おりますが､0.01 ％以下で画素欠けや常時点灯するものがあ
ります。

同時に押す
VTR1用の設定
になります。

使
う
前
に

同時に押す
VTR2用の設定
になります。

グリップベルトとしても､ハンド
ストラップとしても使えます。

グリップベルト
手の大きさに合わせて調整してく
ださい。

ベルトをめくり､長さを
調整する

ベルトを元に戻す

ハンドストラップ
(マジックストラップ)
持ちやすいように調整してくださ
い。

ベルトをめくり､グリップベルト取
付け部からベルトを外しておく。

長さを調整する

ベルトを付ける
●フリースタイルリモコンを使う
と便利です。

グリップベルト / マジックスト
ラップを調整する
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　撮影をしないときは､付属のレン
　ズキャップを付けて､レンズ面を
　保護してください。

レンズキャップひもの
先端をレンズキャップ
ひも取付け部に通す

ひもの反対側をひもの
輪の部分に通す

矢印の方向に引っぱる

レンズキャップをレン
ズキャップひもに取り
付ける

レンズキャップを付け
る

レンズキャップについて
レンズキャップはレンズキャップ
取付け部に付けておくことができ
ます。

レンズキャップを付ける

ショルダーベルトの先端
を取り付け部に通す

ベルトの先端を折り返し
て止め具の中を通す

ベルトが外れないように
2cm以上出す

もう片方も､同じように
して付ける

ショルダーベルトを付ける
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　別売の三脚を使うとズーム時で
　も安定した撮影ができます。

本機の三脚取付け穴に
合わせて､カメラ台を付
ける

カメラ台を三脚に取り
付ける

●フリースタイルリモコンを使う
と便利です。

●フリースタイルリモコンを使用
しないときは､フリースタイルリ
モコンのクリップをグリップベ
ルトにはさんでおくと便利で
す。

●フリースタイルリモコンのク
リップをポケットなどに取り付
けた状態で移動されるときは､三
脚の転倒に注意してください。

●三脚使用時はカード扉が開きま
せん。

●三脚の説明書をよくお読みくだ
さい。

三脚に取り付ける

使
う
前
に

電源 / 操作モードス
イッチを回して｢入｣に
する

●繰り返し回して操作モードを
切り換えます。(P18)

メニューボタンを押す
●手順1で選んだ操作モードのメ
インメニューが出ます。

ダイヤルを回して表示
させたいサブメニュー
項目を選ぶ

●ダイヤルを回すとサブメニュー
項目が反転表示します。

ダイヤルを押し込む
●手順3で選んだサブメニューが
出ます。

●メニュー画面の各項目の説明
については､｢メニュー画面の
表示｣ をご参照ください。
(P74～ 76)

●撮影中､録画中にメニューは表
示されません。また､メニュー
表示中に撮影､録画はできませ
ん。

●メニュー表示中は操作モードを
切り換えないでください。

メニュー画面を操作する
■メニューを表示させる
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撮影前のチェックポイント
撮影前には､以下の項目をよく確
認しておきましょう。
●バッテリー / カセット / カード
の準備(P16､18､50)　大切な撮
影(結婚式など)は､必ず事前にた
めし撮りをし､正常に撮影(録画
など)や録音されていることを確
かめてください。

● SP/LP モードの設定(P30)
●あとで編集､アフレコなどをする
場合:｢SP｣に設定してください。

●音声記録モードの設定(P67)
●アフレコする場合:｢12bit ｣
●シネマモードの設定(P29)
●特殊効果の設定(P45)
●逆光補正の設定(P40)

フルオートモードについて
モード切換えスイッチを｢フル
オート｣にすると､自動でピント
や色合いを合わせて撮ることが
できます。
(｢フルオート｣表示が出ます)
また光源や撮る場面によっては､
ピントや色合いが自動では合いま
せん。その場合は､手動で調整し
ます。
(ピント: P43､92)
(色合い: P42､92)

撮影前の確認(撮影準備)

撮影時の基本的な構えかた
●グリップベルトに手を通す
●両手で持つ
●足を少し開く
●わきをしめる
●マイク部や白バランスセンサー
を手などでふさがないようにす
る

ダイヤルを回して設定し
たい項目を選ぶ

●ダイヤルを回すと項目が反転表
示します。

ダイヤルを押し込んで設
定する

●ダイヤルを押し込むごとに項目
内を1が移動します。

メニューボタンを押し
て項目の設定を終了す
る

●メニュー画面が消えます。

サブメニューからメインメニュー
に戻るには
ダイヤルを回して｢まえのメニュー
に戻る｣を選び､押し込む

●メニューの設定項目などによって
選択できない項目は濃い青色で表
示されます。

メニュー画面を操作する(つづき)

■項目を設定する
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リモコンを使ってメニュー設定する
リモコンでもメニュー操作ができます。 項目を選択するとき
は､項目ボタン､設定するときは設定ボタンを使います。

メニュー画面の動きかた(P24の手順5､6)
1 設定項目の移動

マルチプッシュダイヤルを回す､またはリモコンの項目ボタン
を押すごとに､下画面の1の矢印の順に項目が移動します。

2 設定
マルチプッシュダイヤルを押す､またはリモコンの設定ボタン
を押すごとに､下画面の2の矢印の順に1が移動します。

使
う
前
に

撮影モードにしておく。

｢テープ｣にする

撮影開始/一時停止ボタ
ンを押す

●撮影が始まります。

撮影を一時停止する

撮影中に撮影開始/一時
停止ボタンを押す

撮影を終了する

｢切｣にする

撮影をチェックする
撮影の一時停止中に撮影チェック
(S)ボタンを押す
●撮影した最後の部分を約 2､3 秒
間再生します。 チェック後は撮
影の一時停止に戻ります。

●レンズキャップをしたまま電源
を入れると､オートホワイトバラ
ンス(P92)がうまく合わないこと
があります。 レンズキャップを
外してから電源を入れてくださ
い。

テープに撮る(撮影)

撮影について
●撮影の一時停止(｢テイシ｣)状態が5分以上続くと､本機にカセッ
トが入っている場合､テープ保護とバッテリーの消耗を防ぐた
め､自動的に電源が切れます。再び撮るときは､電源スイッチ
を｢切｣にしてから再度､｢入｣にしてください。

●撮影中にテープフォトショットすると､静止画を記録したあと
テープは停止します。

●撮影チェックをするときには､撮影したモード(SPまたはLP)と
同じモードでチェックしてください。モードが異なっている
とチェック画面が乱れる場合があります。

メニューボタン

設定ボタン

項目ボタン

撮
る
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フォトショット機能を使って静止
画を撮ることができます。

撮影モードにしておく。

｢テープ｣にする

フォトショットボタンを
押す

●約7秒間静止画を撮影すると､撮
影の一時停止になります。

シャッター効果を入れて撮る
｢ ソノタセッテイ｣ メニューの
｢シャッターコウカ｣を｢入｣にして
からフォトショットボタンを押す
●シャッター映像とシャッター音が
記録されます。

連写フォトショットで撮る
｢ ソノタセッテイ｣ メニューの
｢シャッターコウカ｣を｢入｣にして
からフォトショットボタンを押し
続ける
●約0.7秒間隔で連写フォトショッ
トします。

●｢カメラキノウ｣メニューの｢プロ
グレッシブ｣が｢入｣､｢オート｣の
場合､連写フォトショットは使え
ません。(P28)

●カラーナイトビュー使用時は､連
写フォトショットは使えませ
ん。(P41)

●プログレッシブ機能を使うと､
より高画質な静止画を撮ること
ができます。(P28)

●カードに静止画を撮ることもで
きます。(カードフォトショット)
(P51)

テープに静止画を撮る
(テープフォトショット/連写フォトショット)

デジタル静止画機能を使って静止
画を撮ることができます。

撮影モードにしておく。

｢テープ｣にする

静止画にする

静止画ボタンを押す

通常の撮影をする

撮影開始/一時停止ボタ
ンを押す
フォトショット撮影をする

フォトショットボタンを
押す

静止画を解除する

静止画ボタンを押す

(デジタル静止画)

●デジタル静止画の通常撮影では
フォトインデックス信号は記録
されません。

●画面を静止画にしているとき
は､マルチ画面､子画面モードに
はなりません。

●カラーナイトビューボタンを押
すと､静止画は解除されます。

●撮りたいところで､静止画ボタン
を押して静止画にしてから､フォ
トショットボタンを押すことを
おすすめします。

●テープ / カード選択スイッチを
切り換えると､デジタル静止画は
消去されます。
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撮
る

1.5秒クイックスタートについて
クイックスタートモードに設定しておくと､電源｢切｣の状態から電
源を入れて約1.5 秒で､撮影の待機状態になります。

クイックスタート切換えボタンを押してクイックスタートランプを
点灯させると､クイックスタートモードに設定されます。

●クイックスタートの待機状態でも､わずかに電力を消費していま
す。

●以下の場合､クイックスタートモードに設定できません。
･テープモードに設定されているのにテープが入っていないとき
･カードモードに設定されているのにカードが入っていないとき
●撮影の一時停止状態が 5 分以上続くと､クイックスタートの待機
状態に切り換わります。 再び電源を｢入｣にするには､一度電源ス
イッチを｢切｣にしたあと､再度｢入｣にしてください。

●以下の場合､クイックスタートモードに設定していても､クイック
スタートの待機状態になりません。
･再生モード､カード再生モードで電源を｢切｣にしたとき
･バッテリーを交換したとき
●クイックスタートの待機状態でクイックスタートランプが点灯し
ているとき､クイックスタート切換えボタンを約 2 秒押し続ける
とランプは消灯し､クイックスタートモードが解除され､電源が完
全に｢切｣の状態になります。

●クイックスタートランプが点灯していても､クイックスタートの待
機状態が約 30 分以上続くと､ランプは消灯し､電源が完全に｢切｣
の状態になります。

●再生モード､カード再生モードのときは､クイックスタートランプ
は点灯しません。

●クイックスタート｢入｣の状態でバッテリーを交換したときなど
は､電源を｢入｣にすると､クイックスタートランプが点灯しま
す。

●白バランスをオートにしてクイックスタートすると､最後に撮
影した場面と光源が違う場合､白バランスが自動で調整される
までに時間がかかることがあります。(ただし､デジタル機能の
｢コウカンド｣(P46)､またはカラーナイトビュー(P41)使用時は､
最後に撮影したときの白バランスが保持されます)

●ズームレバーをT側(または最小までW側)にしているとき､一
度クイックスタートの待機状態にしてから電源を｢入｣にする
と､ズーム倍率がT側にしているときは小さく(W側にしている
ときは大きく)なり､一定のズーム倍率でクイックスタートでき
ます。

撮影お知らせランプについて
●撮影中に点灯します。
●｢ソノタセッテイ｣メニューの
｢サツエイランプ｣を｢切｣にすると､
点灯しなくなります。

●リモコン受信時は点滅します。

お知らせブザーについて
●｢ソノタセッテイ｣メニューの｢おしらせブザー｣を｢切｣にする
と､お知らせブザーは鳴らなくなります。(P75)

テープフォトショットについて
●フォトショット画像はインデックス信号が記録されますので､
後でフォトサーチ(P38)､画像伝送(P56､57)できます。(ただ
し､連写フォトショットの画像はインデックス信号が記録され
ないので､できません)

●連写フォトショット時はボタンから指をはなしても1コマ多く
撮れることがあります。
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この機能を使うと､フォトショッ
トやデジタル静止画をより高画質
なフレーム静止画で撮ることがで
きます。(P93)

撮影モードにしておく。

｢カメラキノウ｣メニュー
で｢プログレッシブ｣を
｢入｣または｢オート｣に
設定する

●æマークが表示されます。

静止画ボタンを押す

フォトショットボタンま
たは撮影開始/一時停止
ボタンを押す

より高画質な静止画を撮る
(プログレッシブ機能)

●｢プログレッシブ｣が｢入｣または
｢オート｣に設定されていると､連
写フォトショットはできませ
ん。

遠くの人や物を大きく撮ったり､
景色などを広角に撮ることができ
ます。

撮影モードにしておく。

大きく撮る(ズームイン)

T側へ押す
広く撮る(ズームアウト)

W側へ押す
●数秒間､倍率表示が出ます。

撮影する

さらに大きく撮る
(デジタルズーム)
｢カメラキノウ｣メニューの｢デジタ
ルズーム｣を｢25 倍｣または｢100
倍｣にしてからズームレバーを押す
●設定した倍率まで大きく撮れま
す。

●ズーム倍率が10倍より大きいと
き､デジタルズームになります。

●設定時は｢ズーム｣表示が出ます。
●デジタルズームを解除するにはメ
ニューの｢デジタルズーム｣を｢切｣
にしてください。

● T側にして大きくしているとき
は､約1.2m以上でピントが合い
ます。

●ズーム倍率1 倍では､レンズか
ら約 20mm まで近づいて撮る
ことができます。(マクロ機能)

大きくまたは広く(広角に)撮る
(ズームイン･アウト/デジタルズーム)
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プログレッシブ機能について
●静止画撮影時に､本機から｢カチッ｣音がしますが､故障ではあり
ません。｢カチッ｣音が記録されないように､撮影の一時停止中
にフォトショットボタンまたは静止画ボタンを押してくださ
い。

●カラーナイトビュー使用時は､プログレッシブ機能は使えませ
ん。(P41)

●スポーツモード､ポートレートモード時に映像の明るさが変わ
ることがあります。(P40)
｢プログレッシブ｣を｢入｣にすると:
プログレッシブ機能が常に使えます。
ただし､以下の機能が使えなくなります。
●デジタル機能(P45 ～ 48) ●デジタルズーム(P28)
●電子シャッターの1/750以上(P44)

｢プログレッシブ｣を｢オート｣にすると:
以下のときにプログレッシブ機能が使えなくなります。
(æマークが消えます)
●ズーム倍率が約10 倍以上のとき
●電子シャッターが1/750 以上のとき
●マルチ､コガメン以外のデジタル機能設定時
●マルチ画面が出ているとき

ズームについて
●ズーム速度が速いと､ピントが合わないことがあります。
●本機を手に持って拡大して撮るときは､手ぶれ補正機能を使う
ことをおすすめします。(P30)

●デジタルズームは､拡大するほど画質が悪くなります。
●ズームを約10倍以上にすると､白バランスの選択はできなくな
ります。
可変速ズーム機能について
●ズームレバーを最後まで押し込むと､撮影の一時停止中は最速
約2.1秒で(撮影中は約2.7秒で)､1 ～10倍までズームできま
す。

●ズームレバーを動かす幅によって､ズーム速度が変わります。

撮
る

S2 映像端子のついたワイドテレ
ビに対応した映像を撮ることがで
きます。

撮影モードにしておく。

｢カメラキノウ｣メニュー
で｢ シネマモード｣ を
｢入｣に設定する

●画面の上下に黒い帯が出ます。

撮影する
●撮れる範囲が広がるわけではあり
ません。

●｢シネマ｣と｢タイトルイン｣は同
時に使用できません。

●｢シネマ｣設定時､デジタル機能の
｢マルチ｣､｢コガメン｣は使えませ
ん。

●テレビに画像を映すと､日付表示
が欠けることがあります。

●テレビによっては画質が悪くな
る場合があります。

●パソコンにシネマ画像を取り込
むとき､ソフトウェアによっては
簡易取り込み画像が正しく表示
されない場合があります。

●｢シネマ｣で撮ったテープの再生
映像は､接続するテレビによって
異なります。 詳しくは 37 ペー
ジをご参照ください。

ワイドテレビに対応した映像を撮る
(シネマ)
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｢LP｣モードに設定すると､｢SP｣
モードの1.5倍長くテープに記録
することができます。

撮影モードにしておく。

｢ キロクセッテイ｣ メ
ニューで｢ キロクモー
ド｣を｢LP｣に設定する

撮影する

長時間撮影する(LP モード)

●本機の性能を十分に生かすために
パッケージに｢LPモード｣表示の
ある当社製のカセットテープをお
すすめします。

●LPモードで記録した映像にアフ
レコ(P66)はできません。(アフ
レコする場合は SP モードで記
録してください)

ぶれを少なくして撮る(手ぶれ補正)

手ぶれが起きやすい場面に使うと
手ぶれが少なくなります。

撮影モードにしておく。

｢カメラキノウ｣メニュー
で｢ テブレホセイ｣ を
｢入｣に設定する

撮影する
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LPモードについて
LPモードで撮っても画質は劣化しませんが､以下の場合に､モザ
イク状のノイズなどが出たり機能が制限されることがありま
す。
・ 他のデジタルビデオ機器で再生
・ 他のデジタルビデオ機器でLP録画したテープを本機で再生
・ LPモードがないデジタルビデオ機器で再生
・ スロー / コマ送り再生時(P35､36)
・ カメラサーチ(戻し)時(P38)

手ぶれ補正について
●ぶれが大きいときや､動きのある被写体を追いながら撮影した
場合､補正できないことがあります。

●デジタルズーム領域では手ぶれ補正が効きにくくなることがあ
ります。

●カラーナイトビュー使用時は､手ぶれ補正は使えません。
(P41)

●コンバージョンレンズを付けると手ぶれ補正が効きにくくな
ることがあります。

●三脚使用時は､｢テブレホセイ｣を｢切｣にすることをおすすめし
ます。

対面撮影について
●｢ミラー｣に設定時､警告表示は｢°｣と表示されます。この場
合は､液晶モニターを元に戻して､警告表示内容を確認してく
ださい。(P81)

●｢ミラー｣に設定時､タイトルインしたイラストは左右反転表示
しますが､記録は通常どおりです。

●｢タイメンモード｣を｢ノーマル｣に設定すると､記録される映像
と同じものが液晶モニターに映ります。モニターに映った文
字を読むことができます。

撮
る

液晶モニターを見ながら自分自身
を撮るときに使います。また撮影
する相手にも撮影内容を見せなが
ら撮るときに使うと便利です。

撮影モードにしておく。

液晶モニターを開き､手
前(レンズ側)に回転させ
る

●回転させると､液晶モニターの映
像が上下反転し､手前から見ても
違和感なく映ります。

撮影する

液晶モニターに映る映像を左右反
転させる
｢ソノタセッテイ｣メニューの｢タイ
メンモード｣を｢ミラー｣に設定する
●液晶モニターに映る画像が左右反
転して､鏡を見ているような映像
になります。

自分を撮る(対面撮影)
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風の強いときに撮る
(ウインドNR(ノイズリダクション))

　内蔵マイクに当たる風の音を低
　減します。

撮影モードにしておく。

｢ キロクセッテイ｣ メ
ニューで｢ ウインドＮ
Ｒ｣を｢入｣に設定する

撮影する
●｢入｣に設定時､風の強さに応じて
マイクの指向性を制御し､自動的
に風音ノイズを低減します。(強
風下で､ご使用の場合はステレオ
感がなくなることがありますが､
風が弱くなると自動的にもとのス
テレオ感のある音質に戻ります)

●風のない場所でご使用の場合は､
動作･音質に変化はありません。

●外部マイク使用時には動作しませ
ん。

撮った映像をその場で再生するこ
とができます。

電源/操作モードスイッ
チを回して｢入｣にする

●①のボタンを押しながら回しま
す。

繰り返し回して｢再生｣ラ
ンプを点灯させる

6を押す
●テープを巻き戻します。
●テープの始端まで巻き戻すと､自
動的に停止します。

1を押す
●再生が始まります。

∫を押す
●再生が終わります。

その場で見る(再生)
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撮
る

年月日､時刻を表示させる
年月日､時刻は､撮影すると自動的にデータとして記録されま
す。 表示させる場合は､｢ヒョウジセッテイ｣メニューの｢日時
ヒョウジ｣で設定します。または､リモコンの年月日/時刻ボタ
ンを押します。押すごとに表示が変わります。

テープ再生時のスピーカー音量を
調整します。(ヘッドホン使用時は
ヘッドホンの音量を調整します)

再生モードにしておく。

音量表示が出るまでダ
イヤルを押し込む

ダイヤルを回して音量を
調整する

●｢?｣バーが増えるほど､音量が大
きくなります。

ダイヤルを押し込んで音
量表示を消す

音量を調整する/ヘッドホンを使う

ヘッドホンで音声を聞く
｢AV 入出力セッテイ｣メニューで
｢AVタンシ｣を｢AV出力/ヘッドホ
ン｣に設定する

●｢AV タンシ｣を｢AV 入出力｣に設
定していると､右音声が聞こえま
せん。 ヘッドホンを使うときは
必ず｢AV出力 /ヘッドホン｣に設
定してください。

リモコンで音量調整する
1 音量ボタンの｢T｣を押すと音が大きくなり､｢W｣を押すと小

さくなります。
2 音量表示は調整が終わると､数秒後に消えます。

音声をステレオで聞く
｢再生キノウ｣メニューの｢音声キリカエ｣の設定によって､再生す
る音声を切り換えることができます。
ステレオ: ステレオ音声(主音声と副音声)

(通常はステレオにしておく)
Ｌ : 左チャンネルの音声(主音声)
Ｒ : 右チャンネルの音声(副音声)
｢12bit｣で撮影､アフレコした場合､｢12bit音声｣を｢ミックス｣に
すると､｢音声キリカエ｣の設定に関係なく､再生する音声はステ
レオになります。

見
る

年月日/時刻ボタン

音量ボタン
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再生モードにしておく。

再生する(1)

早送りしてさがす

5を押す
巻き戻してさがす

6を押す

早送り / 巻戻し再生をやめる

∫を押す

●早送り再生､巻戻し再生をする
と､動きのある場面では､画面が
モザイク状になります。

●早送り再生や巻戻し再生などの
操作の前後に､画面が一瞬青く
なったり､画像が乱れることがあ
ります。

見たいところをさがす
(早送り再生/巻戻し再生)

速度を変えて､再生､逆再生しま
す。

再生モードにしておく。

再生する(1)

1を押す
●可変速表示(1×)が出ます。

ダイヤルを回して速度を
変える

●サーチ速度は､再生､逆再生とも
1/5倍速(SPモード時のみ)､1/3
倍速(LPモード時のみ)､1倍速､2
倍速､5 倍速､10 倍速､20 倍速が
あります。

通常の再生に戻す
再生(1)ボタンを押す

リモコンで可変速サーチする
1 再生中に可変速サーチボタンを
押すと可変速表示(1 ×)が出ま
す。
2 方向(π∫)ボタンを押して速度を
変えます。

(可変速サーチ)

可変速サーチボタン

方向ボタン
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見
る

サーチロックについて
再生中に早送りボタン(5)または巻戻しボタン(6)をポンと
押すと､指を離しても､早送り再生､巻戻し再生を続けます。
●再生に戻すには､再生(1)ボタンを押す。

ハイパーチェック機能について
●早送り中に､早送りボタン(5)を押し続けると､押している間
早送り再生になります。

●巻戻し中に､巻戻しボタン(6)を押し続けると､押している間
巻戻し再生になります。

可変速サーチについて
●可変速サーチ中､音声は出ません。
●1/3倍速､1/5倍速はスロー再生､逆スロー再生となります。
●可変速サーチ中､画面がモザイク状になる場合があります。

スロー再生について
●逆スロー再生時にタイムコード表示が一定にならない場合があ
ります。

●子画面静止画やマルチモードで撮影した映像をスロー再生する
と､画面が縦揺れすることがあります。

SPモード記録時､約1/5の速度で
再生します。
LPモード記録時､約1/3の速度で
再生します。

再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

再生する(1)

スロー再生する

スロー(D)ボタンを押す
逆スロー再生する

スロー(E)ボタンを押す

通常の再生に戻す
再生(1)ボタンを押す

スローモーションで再生する
(スロー再生) リピート再生

●再生(1)ボタンを5秒以上押し
続けると､リピート再生(自動巻
戻し再生)になり､｢R !｣が出ま
す。(解除するには､電源を｢切｣
にします)

●リピート再生中は可変速サーチ
(P34)はできません。
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静止画状態の再生ができます。
また､静止画を1コマごとに再生
することができます。

再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

再生する(1)

静止画再生する

一時停止(;)ボタンを押す

コマ送り再生(進む)する

コマ送り(D)ボタンを押す
コマ送り再生(戻る)する

コマ送り(E)ボタンを押す
ジョグ再生する

マルチプッシュダイヤル
を回す

通常の再生に戻す
再生(1)ボタンを押す●静止画再生中にスロー / コマ送

りボタン(E､D)を押し続けると､
連続コマ送り再生になります。

静止画再生と1 コマごとの再生をす
る(静止画再生 /コマ送り再生/ジョグ再生)

付属の映像 / 音声コード ( ミニ
ジャック対応)を接続するだけで､
テレビで再生映像を見ることがで
きます。

●電源を｢切｣にしてから､接続して
ください。

●テレビに S 映像端子がある場合
は､別売のS映像コードも接続す
ると､より鮮明な画像で見ること
ができます。(左図参照)

● ACアダプターを使うと､バッテ
リーの消耗を気にせず使えます。

●再生モード時､｢AV入出力セッテ
イ｣メニューの｢AVタンシ｣を｢AV
入出力｣に設定していると､テープ
再生時以外､テレビ画面には何も
映りません。

●｢シネマ｣の映像をワイドテレビで
再生する場合､映像効果の｢ネガポ
ジ｣､｢セピア｣を入れていると､テ
レビが誤作動する(表示サイズが
変わる)ことがあります。

●テレビの説明書もお読みくださ
い。

テレビで見る
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見
る

テレビ画面に機能表示などを表示する
液晶モニターやファインダーに表示されている情報(カウンター､
モード表示)をテレビ画面に表示するには表示出力ボタンを押し
ます。

接続するテレビと再生される映
像との関係
別売の S 映像コードを使う場合､
接続する端子の種類によって再生
映像が左図のようになります。
接続するテレビの設定によって変
わりますので､詳しくはテレビの
説明書をお読みください。

表示出力ボタン
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撮影の一時停止中に､今まで撮影
した場面を見る(さがす)ことがで
きます。
任意の場面をさがし出し､そこか
ら続けて撮影(つなぎ撮り)すると
きに便利です。

撮影モードにしておく。

正方向にサーチする

撮影の一時停止中に､
サーチ＋ボタンを押し
続ける
逆方向にサーチする

撮影の一時停止中に､
サーチ－ボタンを押し
続ける

元に戻す
サーチボタンから指をはなす

撮影の一時停止中に撮った場面を見
る(カメラサーチ)

●カメラサーチ中の画面はモザイク
状になる場合がありますが､これ
は､デジタルビデオ特有の現象で
す。 異常ではありません。

●記録モード(SP/LP)の設定が､
テープに記録されている設定と異
なっていると､画像が乱れること
があります。

撮った作品の頭出しをする
(フォトサーチ/シーンサーチ)

撮影時に記録されたインデックス
信号をもとにテープを頭出ししま
す。

再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

｢再生キノウ｣メニュー
で｢アタマダシ｣を｢フォ
ト｣または｢シーン｣に設
定する

正方向に頭出しする

頭出し(9)ボタンを押す
逆方向に頭出しする

頭出し(:)ボタンを押す

サーチを途中でやめる
停止(■)ボタンを押す

シーンサーチは
１回頭出しボタンを押すと｢S1｣が
表示され､次の場面の頭出しを始め
ます。 頭出し動作開始後､ボタン
を押すごとに｢S2｣｢S3｣が表示さ
れ､2場面目以降の頭出しをするこ
とができます。 頭出しをすると､
その部分から再生を始めます。(頭
出しの指定ができるのは､前後9場
面目までです)

フォトサーチは
前後１画像ごとの頭出しになりま
す。
頭出しすると､約4秒間再生後､そ
の画像を静止画再生します。
( 5 分以上静止画再生が続くと､
ヘッドの摩耗を防ぐために停止状
態になります)
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頭出しについて
本機では､頭出しをするための目印(INDEX:インデックス)となる
信号を自動的に記録します。

1フォトインデックス
フォトインデックス信号が入った画像の頭出しに使います。
テープフォトショット時､メモリー画像伝送時に自動的に記録
します。

2シーン(場面)インデックス
場面の頭出しに使います。
次の場合､自動的に記録します。(記録中は､｢INDEX｣の表示が
数秒間点滅します)
●カセットを入れた後の最初の撮影時
●｢キロクセッテイ｣メニューの｢シーンインデックス｣の設定に
従って
日付: 撮影終了後､日付が変わった後の最初の撮影時
2ジカン: 撮影終了後､2時間経過した後の最初の撮影時

● 電源 /操作モード切換えスイッチを操作したときや日付を設
定したときは､その後の最初のインデックス信号は記録されま
せん。

●テープ始端での頭出しはできないことがあります。
●2秒以上頭出しボタンを押し続けると､イントロサーチ機能が
働き､フォトインデックス信号の入った画像を次々と頭出しし､
数秒間ずつ再生します。(解除するには､再生(1)ボタンか停止
(■)ボタンを押します)

●連写フォトショットで撮影した画像は頭出しできません。
●シーンサーチはインデックスとインデックスの間隔が1分以内
の場合は､うまく働かないことがあります。

撮った最後の部分をさがす
(ブランクサーチ)

撮影した場面の最後の部分(テープ
の未使用部分)を見つけるときは､
ブランクサーチ機能を使うと便利
です。

再生モードにしておく。

｢再生キノウ｣メニューで
｢ブランクサーチ｣を｢す
る｣に設定する

●最後のシーンの約1秒手前で静止
画になります。

ブランクサーチを途中でやめる
停止(■)ボタンを押す

●テープに未記録部分がなかった
場合は､テープ終端で止まりま
す。

●ブランク部分を見つけたあと､撮
影モードにして撮影を始めると､
最後の部分からつなぎ撮りが始
められます。

サ
ー
チ
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撮りたい場面に合わせて､自動で
シャッター速度や絞りを調整しま
す。

撮影モードにしておく。

｢マニュアル｣にする
●｢MNL｣表示が出ます。

｢カメラキノウ｣メニュー
で｢AEセッテイ｣を希望
の設定にする

元に戻す
｢カメラキノウ｣メニューで｢AE
セッテイ｣を｢切｣にする､または
モード切換えスイッチを｢フル
オート｣にする

いろいろな場面で撮る(AE 設定)

5スポーツ
スポーツシーンなど､
動きの速い場面で

4ローライト
夕暮れなど暗い場面
で明るく

Ωスポットライト
スポットライトが当
たる人物をきれいに

ºサーフ＆スノー
海辺やスキー場など
まぶしい場面で

7ポートレート
背景をぼかして､手前の人物
を引き立たせる

逆光で人物などが暗くなるのを防
ぐときに使います。(逆光とは､人
物など､被写体の後ろ側から光が当
たることです)

撮影モードにしておく。

逆光補正ボタンを押す
●｢ª｣表示(緑)が点滅し､逆光補正
していることをお知らせします。
その後､白く点灯します。

撮影する

元に戻す
逆光補正ボタンを押す

●逆光補正が働くと､画面全体が明
るい映像になります。

●電源 / 操作モード切換えスイッ
チを操作すると､逆光補正は解除
されます。(クイックスタート
モードでの電源の入 / 切操作で
は､逆光補正は解除されません)

●絞り /ゲイン設定時には､逆光補
正は働きません。

逆光で撮る(逆光補正)
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AE 設定について
●｢デジタルセッテイ｣メニューの｢デジタルキノウ｣を｢コウカン
ド｣にすると､スポーツモード､ポートレートモード､ローライ
トモード使用時は､AE 設定は｢切｣になります。

●カラーナイトビューを使うと､スポーツモード､ポートレート
モード使用時は､AE 設定は｢切｣になります。

●スポーツモード､ポートレートモード時にプログレッシブ機能
を使うと､映像の明るさが変わることがあります。

●AE設定時は電子シャッター､絞り/ゲインは調整できません。
スポーツモード(5)
●撮った後､スロー再生や静止画再生したときに､ぶれの少ない
映像になります。

●通常の再生では､画面の変わりかたがなめらかには見えません。
●蛍光灯､水銀灯､ナトリウム灯などの照明は避けてください。
色合いや画面の明るさが変わることがあります。

●明るく光っているものや､反射の強いものは､縦方向に光の帯が
出ることがあります。

●明るさが足りない場合は｢5｣が点滅します。
●屋内で使うと､画面がちらつくことがあります。
ポートレートモード(7)
●屋内で使うと､画面がちらつくことがあります。
ローライトモード(4)
●極端に暗い場面では､きれいに撮れないことがあります。
スポットライトモード(Ω)
●撮りたいものが極端に明るい場合､映像が白っぽくなることが
あります。また､周囲が極端に暗くなることもあります。
サーフ＆スノーモード(º)
●撮りたいものが極端に明るい場合､映像が白っぽくなることが
あります。

カラーナイトビューについて
カラーナイトビュー使用時は､以下の機能は使えません。
●プログレッシブ機能 ●連写フォトショット
●白バランス､電子シャッター設定
● AE設定 ●デジタル機能 ●手ぶれ補正

暗い場所で撮影する(カラーナイトビュー)

暗い場所(最低照度 1 ルクス)で
も､カラーで明るく浮かび上がら
せて撮影できます。

撮影モードにしておく。

カラーナイトビューボ
タンを押す

●｢ナイトビュー｣表示が出ます。

撮影する
●撮影した映像はコマ落としのよ
うになります。

●フォーカスはマニュアルになりま
す。

●屋外などの明るい場所では､映像
が白っぽくなることがありま
す。

調
整
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白バランスモードの選択
左表を参考に手順 3 で白バラン
スモードを選んでください。

白バランスセンサーについて
ここで､撮影時の光源がどのよう
なものか判断します。
撮影時に白バランスセンサーの前
を手などでふさがないでくださ
い。 白バランスが正常に働きま
せん。

場面の状態や光源によっては､自動
では自然な色合いに撮れないこと
があります。このような場合に白
バランスを設定します。

撮影モードにしておく。

｢マニュアル｣にする
●｢MNL｣表示が出ます。

ダイヤルを押し込む

ダイヤルを回してモード
を選ぶ

AWB: オートモード
{: 屋内(白熱電球)モード
z: 屋外モード
|: 蛍光灯モード
1: セットモード

手動で白バランスを設定する
手順3でセットモードを選び､画面
いっぱいに白い被写体を映しなが
ら｢1｣表示が点滅から点灯に変
わるまで押し続ける

元に戻す
マルチプッシュダイヤルを回して
｢AWB｣表示にする､またはモード
切換えスイッチを｢フルオート｣に
する

●レンズキャップを付けたまま電
源を入れるとオートホワイトバ
ランス(P92)がうまく合わないこ
とがあります。 必ず外してから
電源を入れてください。

AWB:
オ ー ト ホ ワ イ ト バ ラ ン ス

Auto White Balanceの略
です。

自然な色合いで撮る(白バランス)
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調
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白バランスについて
以下の場合に｢1｣表示が点滅します。
セットモードを選択したとき
以前にセットモードで設定した内容が保持されていることを示
しています。
セットモードで設定すると､再度設定するまでその内容を記憶し
ています。
セットモードで設定できないとき
暗いところなどでは､セットモードでの設定がうまくできないこ
とがあります。この場合､オートモードで撮ってください。
セットモードで設定中のとき
セットモードでの設定中は｢1｣表示が点滅します。設定が完
了したら､｢1｣表示が点灯に変わります。

以下の場合は白バランスモードを変えることはできません。
･ズームが約10倍以上のとき
･デジタル機能の｢コウカンド｣､デジタル効果の｢セピア｣､｢モノ
トーン｣使用時 ･カラーナイトビュー使用時
･静止画時 ･メニュー表示中

●白バランスと絞り /ゲイン(P44)の両方を設定するときは､白
バランスを設定したあとに絞り / ゲインを設定してくださ
い。

●撮影条件が変わった場合は､正確に合わせるために､毎回設定し
直してください。

自動でピントが合いにくいとき､ピ
ント(フォーカス)を手動で調整で
きます。

撮影モードにしておく。

｢マニュアル｣にする
●｢MNL｣表示が出ます。

｢フォーカス｣にスライド
させる

●｢MF｣表示が出ます。

ダイヤルを回してピン
トを合わす

元に戻す
モード切換えスイッチを｢フルオー
ト｣にする

●広角でピントを合わせると､拡大
したときにピントが合っていな
いことがあります。

MNL:
マ ニ ュ ア ル

MANUAL の略です。

MF:
マ ニ ュ ア ル フォーカス

Manual Focusの略です。

手動でピントを合わせて撮る
(マニュアルフォーカス)
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テニスやゴルフのスイングを撮る
のに効果的です。
(電子シャッター)
場面が明るすぎるときや暗すぎる
ときに調整できます。
(絞り /ゲイン)

撮影モードにしておく。

｢マニュアル｣にする
●｢MNL｣表示が出ます。

シャッター速度または絞
り値表示に｢1｣が出る
まで､繰り返しダイヤル
を押し込む

●シャッター速度または絞りがマ
ニュアルになります。

ダイヤルを回してシャッ
ター速度または絞り/ゲ
インを設定する

元に戻す
モード切換えスイッチを｢フルオー
ト｣にする

動きの速いものを撮る(電子シャッター)

明るさを調整して撮る(絞り / ゲイン)

絞り値(F 値)/ ゲイン値と明るさ
の関係

白い映像から少しずつ映像と音声
が現れてくるように撮れます。
(フェードイン)1

撮影モードにしておく。

撮影の一時停止中にフェー
ドボタンを押し続ける

●映像が少しずつ消えていきます。

映像が消えてから撮る

撮影開始後､約3 秒後を
めやすに指をはなす

●映像が少しずつ現れていきます。

映像と音声が少しずつ消えて､白い
映像になっていくように撮れま
す。(フェードアウト)2

撮影モードにしておく。

撮影する

撮影中､フェードボタンを
押し続ける

●映像が少しずつ消えていきます。

映像が消えてから撮影を
やめる

●撮影の一時停止になります。

指をはなす

映像と音声を徐々に現して / 消し
て撮る(フェードイン /フェードアウト)

●フォトショット中､静止画中､マ
ルチ画面表示中は､映像のフェー
ドはしません。
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電子シャッターについて
●明るく光っているものや､反射の強いものは縦方向に光の帯が
出ているように撮れることがあります。

●通常の再生では､画面の変わりかたがなめらかに見えないこと
があります。

●蛍光灯､水銀灯､ナトリウム灯などの照明は避けてください。
色合いや画面の明るさが変わることがあります。

●選択できるシャッター速度は1/60～1/8000です。
●プログレッシブ機能が｢入｣のときは､1/500までしか使えませ
ん。

●プログレッシブ機能が｢オート｣のときは1/750以上にすると､
プログレッシブ機能は使えなくなります。

●デジタル機能の｢コウカンド｣(P46)使用時､AE設定(P40)使用
時､カラーナイトビュー(P41)使用時はシャッター速度は設定
できません。 設定していたときは解除されます。

●撮影する場面に応じたシャッター速度を選んでください。(P84)

絞り /ゲインについて
●ゲインを上げると､画面にノイズが増えます。
●ズーム倍率によっては表示されない絞り値(Ｆ値)があります。
● AE設定時(P40)は使用できません。
●シャッター速度と絞り値の両方を設定する場合､まずシャッ
ター速度を設定してから､絞り値を設定してください。

●絞り値が OPEN になるとゲイン値を調整します。
●カラーナイトビュー使用時､ゲインは｢6dB｣までしか設定でき
ません。

特殊効果を入れて撮影します。

撮影モードにしておく。

デジタル機能/効果を選択する

｢デジタルセッテイ｣メ
ニューで｢デジタルキノ
ウ｣または｢デジタルコ
ウカ｣を希望の機能 / 効
果に設定する

撮影する

機能/効果を解除する
｢デジタルセッテイ｣メニューで｢デ
ジタルキノウ｣または｢デジタルコ
ウカ｣を｢切｣にする

特殊効果を使って撮る(デジタル機能 / 効果)

■デジタル機能 /効果を選択する

●電源 / 操作モード切換えスイッ
チを操作すると､デジタル効果は
解除されます。

●タイトルインとデジタル機能 /
効果は同時に使用できません。

●カラーナイトビューとデジタル
機能は同時に使用できません。

効
果 

演
出
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デジタル機能
マルチ
9 画面取り込みま
す。

ワイプ
場面がカーテンを
引くように変わり
ます。

ストロボ
コマ送りのような
映像になります。

キセキ
映像の軌跡が残り
ます。

セピア
セピアカラーの映
像になります。

アート
絵画のような映像
になります。

コガメン
静止画を子画面に
取り込みます。

ミックス
場面が重なりなが
ら変わります。

コウカンド
高感度になり暗い
場面を明るくしま
す。

モザイク
映像にモザイクが
かかります。

モノトーン
白黒映像になりま
す。

デジタル効果
ネガポジ
ネガフィルムのよ
うな映像になりま
す。

ミラー
画面中央に鏡を置
いたような効果に
なります。

●｢マルチ｣､｢コガメン｣については
47､48 ページをお読みくださ
い。

■ワイプ /ミックス

撮影モードにしておく。

｢デジタルセッテイ｣メ
ニューで｢デジタルキノ
ウ｣を｢ ワイプ｣または
｢ミックス｣に設定する

撮影する
●通常の撮影が始まります。

撮影を一時停止する
●最後の場面が内部にメモリーさ
れ､｢ワイプ｣や｢ミックス｣の文字
表示が白黒反転します。

撮影する
●最後の場面から新しい場面へ｢ワ
イプ｣や｢ミックス｣の効果で変わ
ります。

｢ワイプ｣､｢ミックス｣メモリー時に
以下の操作をすると､メモリー画
像が消えて､ワイプ､ミックスはで
きなくなります。
●デジタル機能 / 効果などを別の
項目に設定し直す

●カメラサーチする
●静止画ボタンを押す
●テープ / カード選択スイッチを
切り換える

●電源 / 操作モード切換えスイッ
チを操作する

特殊効果を使って撮る(デジタル機能/効果)(つづき)

●ワイプ､ミックスでテープフォ
トショット撮影すると､フォト
ショット画像がメモリーされま
す。
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デジタル機能/効果について
●｢コウカンド｣にするとフォーカスはマニュアルになります。
●｢コウカンド｣設定時､電子シャッターは調整できません。
●｢コウカンド｣とAE設定のスポーツモード､ポートレートモー
ド､ローライトモードは同時に使用できません。

●｢コウカンド｣､｢セピア｣､｢モノトーン｣を選ぶと､白バランスは
設定できません。

●｢コウカンド｣にすると､手ぶれ補正は働きません。

デジタル機能は以下の場合､使えません。
･プログレッシブ機能｢入｣設定時
･カードモード設定時

デジタル効果は以下の場合､使えません。
･カードモード設定時
･デジタルキノウの｢マルチ｣､｢コガメン｣､｢ワイプ｣､｢ミック
ス｣､｢キセキ｣設定時

子画面について
●子画面はカメラサーチ､撮影チェック中は消えます。(サーチ終
了後､再表示されます)

●子画面は電源を切ると､消去されます。
●画像をタイトル(P58)付きで子画面にすることはできません。
●静止画ボタンを押して静止画にした映像を子画面にすること
はできません。

●子画面を入れた画像から子画面を消去､または子画面の位置を
変えることはできません。

子画面 P in P 機能は以下の場合､使えません。
･プログレッシブ機能｢入｣設定時
･カードモード設定時
･シネマ設定時

画面の中に子画面(静止画)を表示
することができます。

撮影モードにしておく。

｢デジタルセッテイ｣メ
ニューで｢デジタルキノ
ウ｣を｢コガメン｣に設定
する

子画面に入れたい画像を
画面いっぱいに映す

子画面ボタンを押す
●子画面が現れます。
●もう1回押すと元に戻ります。

撮影する､またはフォト
ショットする

●子画面付きの映像が撮影できま
す。

子画面位置を設定する
｢マルチ & コガメン｣メニューで
｢コガメンイチ｣を希望の位置に設
定する

子画面を表示する(子画面P in P機能)

子画面位置の設定
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1 画面に連続した9枚の静止画を
取り込みます。

撮影モードにしておく。

｢デジタルセッテイ｣メ
ニューで｢デジタルキノ
ウ｣を｢マルチ｣に設定す
る

｢マルチ & コガメン｣メ
ニューで｢ マルチモー
ド｣を｢ストロボ｣に設定
する

｢ストロボソクド｣を希
望の速度に設定する

マルチボタンを押す
● 9 画面の連続画像が表示されま
す。

撮影する､またはフォト
ショットする

マルチ画面を消す
取り込み終了後､マルチボタンをポ
ンと押す

マルチ画面を再表示する
マルチボタンを1秒以上押す

9 画面の連続画像を撮る
(ストロボマルチモード撮影)

ストロボマルチの速度のめやす

1 画面に任意の9枚の静止画を取
り込みます。

撮影モードにしておく。

｢ デジタルセッテイ｣メ
ニューで｢デジタルキノ
ウ｣を｢マルチ｣に設定する

｢マルチ & コガメン｣メ
ニューで｢ マルチモー
ド｣を｢マニュアル｣に設
定する

マルチボタンを押す
●マルチモードになります。

撮りたい場面でマルチ
ボタンを押す

●押すごとに左上から画像が表示さ
れます。

撮影する､またはフォト
ショットする

マルチ画面を消す
取り込み終了後､マルチボタンをポ
ンと押す

マルチ画面を再表示する
マルチボタンを1秒以上押す

マルチ画面を1 画面ずつ消去する
マルチ画面の表示中に､マルチボ
タンを1 秒以上押すと最後に取
り込んだ画面が消去されます。
さらに押し続けると､連続して消
去されます。
●一度消去した画面の再表示はで
きません。

9 画面の任意画像を撮る
(マニュアルマルチモード撮影)
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マルチについて
●対面撮影のミラーモード時にマルチボタンを押すと右側から画
像が表示されます。(記録は通常と同じ左側からです)

●静止画時はマルチ画面になりません。
●マルチ画面は画質が少し悪くなります。
スイングモードについて
｢マルチ&コガメン｣メニューの｢スイングモード｣を｢入｣にする
と､中間部分が速く､前後がゆるやかになります。

マルチ機能は以下の場合､使えません。
･プログレッシブ機能｢入｣設定時
･カードモード設定時
･シネマ設定時

再生映像効果について
●再生時の映像効果のワイプ･ミックスを選んでいるとき､映像
効果の切 / 入設定はリモコンでのみ操作できます。

●映像効果を入れた映像は DV端子(P68)､デジタル静止画端子
(P70)から出力されません。

●無記録部分(ブルーバック画面)からのワイプ､ミックスはできま
せん。

●ワイプ(ミックス)効果中にリモコンの｢切 / 入｣ボタンを押す
と､効果を途中で止められます。 再度押すと効果が続きま
す。

効
果 

演
出

撮影した映像に特殊効果を入れて
再生します。

再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

再生する(1)

繰り返し選択ボタンを
押して､希望の映像効果
を選ぶ

●押すごとに効果が変わります。
効果を解除するには画面の映像効
果を無表示にします。

効果を一時解除する
切/入ボタンを押す
●画面の映像効果表示が点滅しま
す。(ワイプ､ミックス設定時は
除く)

ワイプ/ミックス設定時

再生する(1)

メモリーしたい場面で
メモリーボタンを押す

●画面のワイプ､ミックス表示が白
黒反転します。

メモリー画像につなげる場
面で切/入ボタンを押す

●選んだ効果で場面が変わります。

映像効果は次の10 種類です。
ワイプ､ミックス､ストロボ､ネガ
ポジ､セピア､モノトーン､キセキ､
アート､モザイク､ミラー
(実際の効果はデジタル機能/効果
の46ページを参照してください)

映像効果を入れて再生する
(再生映像効果)



50

カードにデータを記録するため､本
機にカードを入れておきます。
カードの出し入れは必ず電源ス
イッチ｢切｣の状態で行ってくださ
い。

電源スイッチを｢切｣にしておく。

カード扉を開く

カードの切り欠き部を
ファインダー側に､ラベ
ルを上にして､まっすぐ
最後まで押し込む

カード扉を閉じる

カードを取り出す
カード扉を開け､カードの側面の
中央を押してカードを出し､まっ
すぐ引き抜く
●カードを取り出した後はカード
扉を閉じておきます。電気ノイズや静電気､本機やカー

ドの故障などによりカードの
データが壊れたり､消失すること
がありますので､大切なデータは
USB 端子､PC カードアダプター
やUSBリーダーライターなどを
使って､パソコン(P72)などにも
保存してください。

カードを入れる

●動作中ランプ点灯中は､カードの
抜き差しはしないでください。

●正規カード以外は使用しないで
ください。

●カード裏の接続端子部分に触れ
ないでください。

●カードが正しく入っているか確
認し､カード扉を閉じてくださ
い。

テープ再生中に再生画面を拡大し
て(最大10 倍まで)表示すること
ができます。

再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

再生する(1)

再生ズームボタンを押す
●画面の中央が約 2 倍に拡大され
ます。

倍率を変える

ズームボタン(T/W)を押す
●最大10 倍まで拡大できます。

拡大位置を変える

希望の方向に方向ボタ
ンを押す

元に戻す
再生ズーム中に再生ズームボタン
を押す

●再生ズーム時は､リモコンでは
音量を変えることはできませ
ん。

●操作モードを切り換えたり､電
源を切ると､再生ズームモード
は解除されます。

●再生ズームを使っても､DV 端
子(P68)､デジタル静止画端子
(P70)から出力されるのはもと
のテープ内容です。

再生画面を大きくする(再生ズーム)

●再生ズームは､拡大するほど画質
が悪くなります。

●再生ズーム中は､リモコンで可変
速サーチ速度を変更できませ
ん。
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動作中ランプについて
カードにアクセス(認識 / 記録 / 再生 / 消去 / 画像伝送など)中
は､動作中ランプが点灯します。
●動作中ランプが点灯しているときは､カード扉を開けてカード
を抜いたり､電源/操作モード切換えスイッチを操作しないで
ください。 また､テープ /カード選択スイッチを切り換えな
いでください。 カードやカードの内容が破壊されたり､本体
が正常に動作しなくなることがあります。

カードフォトショットについて
●デジタル機能 / 効果は使えません。
●画面の色が変わったり､ちらついたりする場合は､シャッター速度
をマニュアルで1/60または1/100に調整してください。(P44)

●カード画像の画質を｢ノーマル｣や｢エコノミー｣に設定して撮
影すると､シーンによってモザイク状になることがあります。

画面の表示について
 : カードモードを表します。記録中は赤色表示になり､動

作中ランプも点灯します。緑色表示時は記録できませ
ん。カードが入っていないときは赤色で点滅します。

640 : 画像サイズを表します。
残 00 枚: 記録可能枚数を表します。
F(N､E): 設定したメモリー画質を示します。 F はファイ

ン､N はノーマル､E はエコノミーを表します。

メモリー画質と記録枚数
左表は SD メモリーカード
使用時の枚数です。
めやすにしてください。
(ファイン､ノーマル､エコノ
ミーが混在している場合に
は､記録枚数は変動します)

●付属の SD メモリーカード
にはプリセットタイトルが
入っていますので､記録枚
数は少なくなります。

カードに静止画を記録する
(カードフォトショット)

撮影モードにしておく。

｢カード｣にする

｢メモリキロク｣メニュー
で｢メモリガシツ｣を希
望の画質に設定する

フォトショットボタンを
押す

●音声は記録できません。
●シャッターコウカは働きません。
●撮りたいところで､静止画ボタン
を押して静止画にしてから､フォ
トショットボタンを押すことを
おすすめします。(ライン入力
時､DV 入力時は静止画ボタンは
働きません)

●他機(パソコンなど)でフォーマッ
トされたカードでは使用できな
い場合や記録に時間がかかる場
合があります。 本機でのフォー
マットをおすすめします。(P61)

画面表示

●テープ / カード選択スイッチが
｢カード｣のとき約 5 分間フォト
ショット操作しないと､自動的に
電源が切れます。

カ
ー
ド

効
果 

演
出
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電源/操作モードスイッ
チを回して､｢入｣にする

繰り返し回して､｢カード
再生｣ランプを点灯させる

再生する
1: スライドショー設定にした

がってスライドショーを実
行(P55)

5: 次の画像を再生
6: 前の画像を再生
∫: スライドショーを停止
;: スライドショーを一時停止

メモリー画像の互換性について
本機は電子情報技術産業協会
(JEITA)にて制定された統一規格
DCF(Design rule for Camera
File system)に準拠しています。
●本機で再生できるファイル形式
は JPEG です。(JPEG 形式でも
再生できないものもあります)

●規格外のファイルを再生すると､
フォルダー / ファイル名が表示
されない場合があります。

カード再生モードにしておく。

マルチボタンを押す
●ファイルがマルチ画面表示され
ます。

ダイヤルを回して､希望
のファイルを選ぶ

●選んだファイルが赤枠で囲まれ
ます。

ダイヤルを押し込む､ま
たはマルチボタンを押
す

●選んだファイルが画面に現れます。

●ファイルをマルチ画面表示する
場合､7ファイル以上記録されて
いると一度に表示できません。
マルチプッシュダイヤルを回し
て､次のマルチ画面を表示させて
ください。

●マルチ画面表示時に送り(5)ま
たは戻し(6)ボタンを押すと前
後6画面ごとの送り､戻しができ
ます。

カードを再生する
■メモリー画像(静止画)を再生する ■マルチ画面表示からファイルを選んで再生する

画面表示
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カ
ー
ド

カード再生について
●カードにデータが記録されていない場合は白い画面になり､日
付､時間が｢－－｣表示になります。

●メモリー画像を再生時､タイトルを入れて再生できます。
(P58)

●形式の異なるデータや壊れたデータを再生したときは､画面中
央に｢×｣が表示され､｢再生できません｣というメッセージが出
る場合があります。

●メモリー画像を再生時､メモリー画質表示は表示されません。
●他の機器で記録された画像を再生すると､その他機で記録した
画像サイズと本機の画像サイズ表示が異なる場合がありま
す。(P80)

リモコンでマルチ画面を操作する
1 マルチ / 子画面ボタンを押す。
2 項目ボタンを押すごとに､下画面の1の矢印の順に画像の

選択が移動します。(戻るときは戻し(6)ボタンを押しま
す)

3 設定ボタンを押して選んだ画像を再生します。

カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ナンバー指定｣
を｢する｣に設定する

ダイヤルを回して､希望
のファイル番号を選び､
押し込む

●指定した番号のファイルが画面
に現れます。

■ファイル番号を指定して再生する(ナンバー指定)

設定ボタン

項目ボタン
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カードのメモリー画像をテープに
記録する

テープ映像や入力映像をカードに
記録する

撮影済みのテープ映像や外部機器
からの入力映像を､カードに記録
できます。

再生モードにしておく。
テープ映像を記録する場合､本機
に再生するカセットを入れてお
く。
入力映像を記録する場合､外部機
器と接続しておく。(P64)

希望の画質に設定する

｢カード｣にする

テープを再生または外部機器

の映像を入力してから

記録したい場面で、
フォトショットボタン
を押す

●音声は記録できません。
●シャッターコウカは働きません。
●テープ映像を静止画再生しない
でフォトショットするとぶれの
ある画像を記録することがあり
ます。

●映像が S1信号(16:9)の場合は､
｢ワイド画像は記録できません｣
のメッセージが表示され､記録で
きません。

画面表示

カード再生モードにしておく。

｢テープ｣にする

テープに記録したい
ファイルを再生する

フォトショットボタン
を押す

●約 7 秒間テープに記録されま
す。

●テープに記録する場合､記録す
るテープ位置を頭出ししておい
てください。手順3でボタンを
押した地点のテープ位置にメモ
リー画像が記録されます。

●｢640× 480｣以外の画像サイズ
を持つメモリー画像をテープに
記録すると､画質が多少劣化しま
す。
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カ
ー
ド

スライドショー設定について
●再生時間は 5 ～ 99 秒まで設定できます。
●スライドショー設定している画像には｢●｣(緑)が表示されま
す。(同じ画像にDPOF(P62)が設定されている場合は｢●｣(青)
が表示されます)

●動作中ランプ点灯中は､カードの抜き差しはしないでくださ
い。

●スライドショー再生中は､タイトルイン(P58)してもタイトル
は表示されません。

●｢プリセット｣設定時､スライドショーの再生を途中で停止した
り､再生が終了した場合は､カード内のファイル番号が一番大
きい画像を表示して停止します。

●スライドショー設定はお使いのビデオカメラで設定してください。
●ファイルサイズによっては設定時間より長く再生される場合
があります。

スライドショーの再生順序や再生時間を変更する
1 スライドショー設定後に｢ヘンシュウ｣を｢する｣に設定する
2 マルチプッシュダイヤルを回して画像を選び､押し込む
3 マルチプッシュダイヤルを回して再生順序を設定し､押し込む
4 マルチプッシュダイヤルを回して再生時間を設定し､押し込む
5 メニューボタンを押して設定を終わる

すべての画像をスライドショーする
｢スライドショー｣を｢オール｣に設定してから､再生ボタン(1)を押す
●すべての画像を約 5秒間スライドショーします。(｢スライド
!｣表示が出ます)

スライドショー設定の内容を確認する
｢設定カクニン｣を｢する｣に設定する
●画像が設定した順序で､再生時間とともにマルチ画面に表示さ
れます。

静止画をスライドショーする順序
や再生時間を設定します。

カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ スライド
ショー設定｣を｢する｣に
設定する

｢ヘンシュウ｣を｢する｣に
設定する

ダイヤルを回して､設定す
る画像を選び､押し込む

●設定された順に画像が再生され
ます。

ダイヤルを回して､再生
時間を設定し､押し込む

●設定内容が表示されます。

手順3､4を繰り返し､
設定が終わったらメ
ニューボタンを押す

●メニュー画面に戻ります。

●設定したスライドショーを実行
する場合､｢スライドショー｣を
｢プリセット｣に設定してから､再
生(1)ボタンを押してください。
(｢M. スライド!｣表示がでます)

スライドショーの設定をする
■スライドショーする画像を設定する
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カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ スライド
ショー設定｣を｢する｣に
設定する

｢設定カイジョ｣を｢す
る｣に設定する

●設定された画像がマルチ画面表
示されます。

ダイヤルを回して､設定
解除する画像を選び､押
し込む

●設定された画像が解除されま
す。

手順3 を繰り返し､設定
が終わったらメニュー
ボタンを押す

●メニュー画面に戻ります。

すべてのスライドショー設定を解
除する
｢設定オールクリア｣を｢する｣に設
定し､確認画面で｢ハイ｣を選び､マ
ルチプッシュダイヤルを押し込む

テープとカードの間で画像を自動
伝送する(画像伝送)

テープからカードへ記録する
フォトインデックス信号が入った
画像をカードに自動で記録しま
す。

再生モードにしておく。
｢メモリキロク｣メニューで｢メモ
リガシツ｣を希望の設定にしてお
く

画像伝送を開始する部
分の手前を静止画再生
しておく

｢再生キノウ｣メニュー
で｢ガゾウデンソウテープ→
カード｣を｢する｣に設定す
る

●画像伝送が始まります。

画像伝送を途中でやめる
停止(■)ボタンを押す

画像伝送が始まると…
その時のテープ位置からサーチ
を開始し､フォトインデックス信
号の入った画像が順番にカード
に記録されます。
記録中は｢テープ再生画をカード
に記録中です｣と表示されます。

スライドショーの設定をする
（つづき） ■設定された画像を解除する
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ー
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画像伝送について
●動作中ランプ点灯中は､カードの抜き差しはしないでくださ
い。

●テープ→カード記録時の画像のサイズは｢640×480｣になり
ます。

●テープ→カード記録中にカード記録の残り枚数が0枚になる
と｢メモリ記録はできません｣と表示され､テープは静止画再生
になります。

●映像が S1信号(16:9)の場合は､｢ワイド画像は記録できませ
ん｣のメッセージが表示され､記録できません。

●カード→テープ記録時は､自動的にインデックス信号が記録さ
れますので､頭出し(P38)ができます。

●カード→テープ記録時は｢スライドショー｣の｢プリセット｣の
設定に関わらず､そのときに再生されている画像から最後の画
像まで順番にテープに記録されます。

●｢640×480｣以外の画像サイズを持つメモリー画像をカード
からテープに記録すると､画質が多少劣化します。

カードからテープへ記録する
メモリー画像をテープに自動で記
録します。

カード再生モードにしておく。
ブランクサーチ機能(P39)などを
使って､メモリー画像を記録する
テープ位置をさがしておく。

画像伝送を開始する画
像を再生しておく

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ガゾウデンソ
ウカード→テープ｣を｢する｣に
設定する

●画像伝送が始まります。

画像伝送を途中でやめる
停止(■)ボタンを押す

画像伝送が始まると…
そのときに､再生されている画像
から最後の画像まで順番にテー
プに記録されます。(画像1枚あ
たり約7～11秒間の静止画とな
ります)
記録中は｢メモリ画をテープに記
録中です｣という表示が出ます。
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付属のカードには楽しいタイトル
(プリセットタイトル)が入ってい
ます。 この中からタイトルを選
んで､表示させることができま
す。 タイトルインは撮影､再生､
カード再生の､いずれのモードで
も可能です。

タイトルインボタンを
押す

●タイトルが表示されます。

マルチボタンを押す
●タイトルがマルチ画面表示され
ます。

ダイヤルを回して､希望
のタイトルを選ぶ

ダイヤルを押し込む､ま
たはマルチボタンを押す

●選んだ画像が再生されます。

タイトルを消す
タイトルインボタンを押す

タイトルを入れる(タイトルイン)

画面表示

タイトルを作る(タイトル作成)

タイトルを作り､カードに記録し
ます。 作成したタイトルはタイ
トルインできます。

撮影モードにしておく。 また
は､再生モードにし､記録したい
場面で静止画再生しておく。

｢ メモリキロク｣ メ
ニューで｢タイトル作
成｣を｢する｣に設定する

フォトショットボタン
を押す

●画像が静止画になります。

｢抜き具合｣を選び､ダイ
ヤルを押し込んだあと､
回して調整し､押し込む

｢色センタク｣を選び､ダ
イヤルを押し込んだあ
と､回して選択し､押し
込む

｢記録｣を選び､ダイヤル
を押し込む

●タイトルがカードに記録されま
す。

PRE00012.TTL

TITLE

ファイル名
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タイトルインについて
●撮影モードではタイトルインしてタイトル入りの映像を撮影
します。

●再生､カード再生モードではテープ映像やメモリー画像にタイ
トルインしてタイトル入りの映像､画像を再生します。

●デジタル機能/効果とタイトルインは同時に使用できません。
●シネマとタイトルインは同時に使用できません。
●｢640×480｣以外の画像サイズをもつタイトル画像を表示さ
せることはできません。

●再生モードでタイトルを表示している場合､タイトルはDV端
子､デジタル静止画端子から出力されません。

●タイトルインボタンを押すと､最後に作ったオリジナルタイト
ルが表示されます。オリジナルタイトルを作っていない場合
はプリセットタイトルが表示されます。

●オリジナルタイトルを記録している場合はプリセットタイト
ルの最後に入ります。

タイトル作成について
●動作中ランプ点灯中は､カードの抜き差しはしないでください。
●｢1つまえに戻る｣を選ぶと1つ前の画面が表示されます。
●抜き具合を調整しても､タイトルにしたいものの明暗差が少な
いときれいに抜けないことがあります。

●細かいものをタイトルにすると､きれいに出ないことがあります。
●タイトルの記録中は｢タイトルを記録中です｣と表示が出ます。
●ピントが合いにくいときは､マニュアルフォーカスでピントを
合わせてから､タイトル作成をしてください。(P43)

●オリジナルタイトルを記録すると､記録可能枚数が少なくなり
ます。

●記録可能枚数が残り少ない場合､オリジナルタイトルが記録さ
れていないことがあります。

●本機以外のビデオカメラまたは別売のマルチメディアカード
用タイトル作成ソフト VW-SWMT1などで作られたフルカ
ラータイトル(JPEG)は､本機では再生またはタイトルインで
きません。

タイトル作成のコツ
タイトルにするものはコントラ
ストのはっきりしたもの､光を反
射しないものが適しています。
左図を参考にオリジナルタイト
ル作りにチャレンジしましょ
う。

抜き具合について
マルチプッシュダイヤルを回し
てタイトルがきれいになるよう
に調整して､押し込みます。

色選択について
マルチプッシュダイヤルを回す
と､左図のように色が変わりま
す。
A 元の画像の明るい部分(白っぽ

い部分)が抜けたタイトルにな
ります。

B 元の画像の暗い部分(黒っぽい
部分)が抜けたタイトルになり
ます。

●本機ではフルカラータイトルは
作れません。
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カードに記録した大切なファイル
をロック(誤消去防止)します。

カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ロック設定｣
を｢する｣に設定する

ダイヤルを回して､ファ
イルの種類(｢セイシガ｣
または｢タイトル｣)を選
び､押し込む

ダイヤルを回して､ロッ
ク設定したいファイル
を選び､押し込む

●選んだファイルがロックされま
す。

●｢    ｣表示が出ます。

メニューボタンを押し
て設定を終了する

ファイルを誤消去防止する
(ロック設定)

カードに記録したファイルを消去
します。 一度消去したファイル
は元に戻りません。

カード再生モードにしておく。

｢メモリ消去｣メニューで
消したいファイルの種類
を設定する

｢えらんで消去｣選択時

ダイヤルを回して､消し
たいファイルを選び､押
し込む

●選んだファイルを囲んだ黄色の
枠が点滅します。

●同じ画面の複数の画像を選択し
て消去することもできます。

フォトショットボタンを
押す

メッセージを確認し､ダ
イヤルを回して｢ハイ｣を
選び､押し込む

●選んだファイルがカードから消去さ
れます。

消去をやめる
手順 4 で｢イイエ｣を選び､マルチ
プッシュダイヤルを押し込む

●SDメモリーカードの場合､書き
込み禁止スイッチが｢LOCK｣側
になっていると消去できませ
ん。

●ロックされていると､ファイル
を消去できません。 ロック設
定を解除しておいてください。

ファイルを消去する(メモリー消去)

設定を解除する
手順3でダイヤルを回してロック
設定しているファイルを選び､押
し込む
●｢    ｣表示が消えます。



61

カ
ー
ド

SD メモリーカードの書き込み禁止スイッチについて
SD メモリーカード本体には書き込み禁止ス
イッチが付いています。スイッチを｢LOCK｣側
にしておくと､カードへの書き込みやデータの
消去､フォーマットはできなくなります。 戻す
と､可能になります。

ロック設定について
●ファイルをロックしても､フォーマットした場合は消去されま
す。

●ロックされたファイルを消去しようとすると､｢消去できませ
ん｣というメッセージが表示され､消去できません。

メモリー消去について
●本機でファイルを消去すると､他機で設定した DPOF 情報が
消去される場合があります。

ファイルをすべて消去するときは
手順1で｢ファイルをすべて消去｣を｢する｣にし､確認画面で｢ハ
イ｣を選び､マルチプッシュダイヤルを押し込む。(ロック設定
されていないファイルがすべて消去されます)

フォーマットするとカードに記
録されているすべてのデータ(メ
モリー画像､オリジナルタイトル
画像､プリセットタイトル画像な
ど)は消去されますのでお気を付
けください。
大切なデータはパソコンなどに
保存しておいてください。
(P70 ～ 72)

カードをフォーマットする
(フォーマット)

通常､カードはフォーマット(初期
化)する必要はありません。
｢このカードは使えません｣とメッ
セージが出た場合にフォーマット
してください。

カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢ フォーマッ
ト｣を｢する｣に設定する

●確認のメッセージが表示されま
す。

ダイヤルを回して､｢ハ
イ｣を選び､押し込む

●フォーマットが始まります。 終
了すると､白い画面になります。

フォーマットをやめる
手順 2 で｢イイエ｣を選び､マルチ
プッシュダイヤルを押し込む

●フォーマットするときは本機で
のフォーマットをおすすめしま
す。 他機 ( パソコンなど ) で
フォーマットをすると､カードが
使用できない場合や記録に時間
がかかる場合があります。
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プリント情報をカードに書き込む
(DPOF設定)

プリントしたい画像､プリント枚
数などの情報(DPOF データ)を
カードに書き込むことができま
す。

カード再生モードにしておく。

｢カードヘンシュウ｣メ
ニューで｢DPOF 設定｣
を｢する｣に設定する

ダイヤルを回して､｢え
らんで設定｣を選び､押
し込む

ダイヤルを回して､設定
したい画像を選び､押し
込む

●選んだ画像が赤枠で囲まれます。

ダイヤルを回して､プリ
ント枚数を設定し､押し
込む

●DPOFデータが書き込まれます。

手順3､4を繰り返し､設
定 が 終 わ っ た ら メ
ニューボタンを押す

●通常のカード再生画面に戻ります。

DPOFとは
デ ジ タ ル プリント オ ー ダ ー フォーマット

Digital Print Order Formatの略
です。 DPOF 対応のシステムで
活用できるようにカードのメモ
リー画像にプリント情報などを
付加できるようにしたもので
す。

手早くメニュー設定を行う
(ショートカットメニュー)

マルチプッシュダイヤルを押し込
むと､手早いメニュー設定が可能な
ショートカットメニューが出ます。

カード再生モードにしておく。
ナンバー指定A
1 ｢ナンバー指定｣を選び､ダイ

ヤルを押し込む
2 ダイヤルを回して､再生した

い画像のデータ番号を選び､
押し込む

メモリ消去B
1 消去する画像を再生する
2 ｢メモリ消去｣を選び､ダイヤ

ルを押し込む
3 確認画面で｢ハイ｣を選び､ダ

イヤルを押し込む

ロック設定C
1 ロックする画像を再生する
2 ｢ロック設定｣を選び､ダイヤ

ルを押し込む

DPOF 設定D
1 DPOF設定する画像を再生する
2 ｢DPOF 設定｣を選び､ダイヤ

ルを押し込む
3 ダイヤルを回して､プリント

枚数を設定し､押し込む

設定をやめる
｢戻る｣を選び､マルチプッシュダ
イヤルを押し込む
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本機で撮った作品を､ビデオを
使ってS-VHSまたはVHSカセッ
トにダビングすることができま
す。

本機
撮影済みのカセットを入れ､再生
モードにしておく。
ビデオ
録画用カセットを入れておく。

再生する

録画を始める

一時停止または停止ボ
タンを押して､録画を終
わる

再生を終わる

ダビングする前に
●ダビングするときに､機能表示や
年月日､時刻表示(P33)が不要な
場合は､表示を消しておいてくだ
さい。

●ビデオ側で入力切換などの設定
が必要です。 ビデオの説明書を
お読みください。

S-VHS/(VHS)カセットにコピー
する(ダビング)

カ
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DPOF設定について
●プリント枚数は 0 ～ 99 枚まで設定できます。
● DPOF でプリント枚数を1 枚以上に設定している画像には
｢●｣(白)が表示されます。(同じ画像にスライドショー設定さ
れている場合は｢●｣(青)が表示されます)

●他機で DPOF 設定すると､本機では認識しないことがありま
す。 DPOF設定は本機で設定してください。

すべての画像を1枚ずつプリントするように設定する
手順 2 で｢すべて1枚に設定｣にする
●DPOFデータの書き込み中は､｢DPOFデータを設定中です｣と
表示が出ます。

すべての画像をプリントしないように設定する
手順 2 で｢すべて 0 枚に設定｣にする
●DPOFデータの書き込み中は､｢DPOFデータを設定中です｣と
表示が出ます。

DPOF 設定の内容を確認する
手順2で｢設定のカクニン｣にし､マルチプッシュダイヤルを押
し込む。(1枚以上に設定している画像が枚数表示とともに順
番に再生され､そのあと､通常のカード再生に戻ります)
確認に時間がかかる場合があります。 動作中ランプが消灯す
るまでお待ちください。

DPOF 設定の確認を途中でやめる
停止(■)ボタンを押す

編
集
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S-VHS(VHS)カセットの内容をDVカセットやカード(P54)にダビン
グしたり､テレビ番組を録画することができます。

本機に録画用のカセットやカードを入れ､外部機器と接続し､再生
モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

｢AV入出力セッテイ｣メニューで｢AVタンシ｣を｢AV
入出力｣に設定する

電源を入れ､再生を始める
●本機に外部機器側の映像､音声が入力されているか確認します。

録画ボタンを押しながら再生ボタンを押す

一時停止または停止ボタンを押して､録画を終わる

再生を終わる

外部機器(ビデオ機器やテレビ)の内容を録画する
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AD(アナログ /デジタル)変換
について
DV端子で他のデジタルビデオ機
器とも接続している場合､外部機
器からアナログ入力した映像を､
DV端子を通して他のデジタルビ
デオ機器にも出力することがで
きます。
外部機器のアナログ映像信号を
DV出力する(左図)には
｢AV入出力セッテイ｣メニューで
｢ADヘンカン出力｣を｢する｣に設
定する

通常は｢ADヘンカン出力｣を｢し
ない｣に設定しておいてくださ
い。｢する｣に設定していると､
画像が乱れることがあります。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

外部機器の内容を録画するときは
●｢キロクセッテイ｣メニューの｢キロクモード｣を｢LP｣に設定し
ておくと､｢SP｣の1.5倍長く録画できます。(P30)

●お使いのテレビやビデオ機器の説明書をよくお読みくださ
い。

●著作権保護の信号(コピーガード)が入っている映像を録画する
と､録画時に｢コピーガードありただしく録画できません｣と
メッセージが出て､再生時に映像がモザイクになります。

●｢キロクセッテイ｣メニューの｢音声キロク｣で記録する音声
モード(12bit/16bit)を設定してください。

●本機は S1/S2映像信号に対応していますが､ワイド映像を本
機で再生すると､液晶モニター､ファインダーの映像は縦のび
になります。

●録画中に外部機器側で早送り再生やスロー再生などを行うと､
再生時に映像がモザイクになることがあります。

●録画中はコードを抜き差ししないでください。正常に録画で
きないことがあります。

●テレビ放送の電波が弱い場合に､その映像を録画すると､再生
時に映像が乱れたり､モザイクが出る場合があります。

●主音声､副音声の入った映像(2カ国語の映像など)をダビング
したときは､再生時に｢再生キノウ｣メニューの｢音声キリカエ｣
で聞きたい音声を選んでください。(P33)

●アナログ入力時の録画中は､カードフォトショットはできませ
ん。

●S映像コード(別売)と映像/音声コードを両方接続している場
合､S映像が優先して入力されます。

●AV入出力端子やS2(S1)映像入出力端子のどちらか一方に映
像信号を入力している場合､残りの端子から､その映像信号を
出力することはできません。

編
集
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撮った後に別の音声を入れる(アフレコ)

撮った映像に後から BGM やナレーションを入れることができま
す。

撮影済みのカセットを入れ､再生モードにしておく。
リモコンを用意しておく。

｢AV 入出力セッテイ｣メニューで｢アフレコ入力｣を
｢マイク｣か｢ライン｣に設定する

●｢ライン｣に設定する場合､｢AVタンシ｣を｢AV入出力｣にしておいて
ください。

音声を入れたい場面をさがし､静止画再生する

アフレコボタンを押す

一時停止ボタンを押して､録音を始める

録音をやめる
リモコンの一時停止ボタンを押す(静止画に戻ります)

手順 4 で録音が始まったら…
｢マイク｣入力の場合:
●本機の内蔵ステレオマイクに向かって音声を入れます。
●マイク端子で音声機器とつないでいれば､音声を再生します。

｢ライン｣入力の場合:
接続している機器を再生します。
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外部機器(オーディオ機器など)
を使ったアフレコ(ライン入力)
左図の接続をして､メニューの
｢AV タンシ｣を｢AV 入出力｣にし
て､｢アフレコ入力｣を｢ライン｣に
設定します。

マイク端子を使ったアフレコ
(マイク入力)
｢アフレコ入力｣を｢マイク｣に設
定します。
以下の接続コード(別売)を使用し
ます。
●大型ステレオプラグのヘッドホ
ン端子の場合は大型･ミニ録音
コード S/RP-CA6A

●ピンプラグ×2 の出力端子の場
合は大型･ミニラインコード S/
RP-CA59A

●ミニステレオプラグのヘッドホ
ン端子の場合はミニ･ミニ録音
コード S/RP-CA2A

編
集

アフレコについて
アフレコ録音する前に
●撮影時のオリジナルの音声も残したい場合は｢キロクセッテ
イ｣メニューの｢音声キロク｣を｢12bit｣にして撮影します。
(｢16bit｣設定時は､アフレコ録音後､撮影時の音声は消えます)

●｢キロクセッテイ｣メニューの｢キロクモード｣を｢SP｣にして撮
影します。(｢LP｣モードで撮影した部分にはアフレコできませ
ん)

●カードにアフレコはできません。
●無記録部分にアフレコはできません。
●アフレコ中に無記録部分があると､その部分を再生したとき
に､映像､音声が乱れます。

● DV 端子からの音声をアフレコすることはできません。
●アフレコ録音のときに､カウンターメモリー機能を使うと便利
です。(P93)

アフレコした音声を聞くには
｢再生キノウ｣メニューの｢12bit音声｣の設定によって､アフレ
コ音声と元の音声を切り換えることができます。
ステレオ1: 元の音声を再生します。
ステレオ 2: アフレコ音声を再生します。
ミックス: 元の音声とアフレコ音声を同時に再生します。

音声を聞きながらアフレコするには
アフレコ一時停止時､｢ステレオ2｣に設定すると､音声を確認で
きます。マイク入力時はヘッドホンを使うと､音声を聞きなが
らアフレコできます。(ヘッドホンを使う場合､｢AV入出力セッ
テイ｣メニューの｢AVタンシ｣を｢AV出力 /ヘッドホン｣に設定
してください)
ライン入力時はスピーカーで音声を聞きながらアフレコできま
す。
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別売のWindowsR用DV動画編集
ソフト MotionDV STUDIO を使
うと､いろいろな映像効果をかけ
たり､タイトルを作成することが
できます。
接続や操作方法などの詳しい説
明は､MotionDV STUDIO の説
明書をお読みください。
MotionDV STUDIOを使うと､ノ
ンリニア編集とテープ編集の両
方の長所を生かしたハイブリッ
ド編集を行うことができます。
ノンリニア編集
デジタルビデオ機器の映像を
データとしてパソコンのハード
ディスクに取り込み､編集する方
法です。 パソコン上で取り込ん
だ映像に様々な特殊効果を入れ
ることができます。
テープ編集
2台のデジタルビデオ機器を使っ
て､映像をダビングしながらつな
いでいく方法です。 ハードディ
スクの容量を気にせず編集でき
るので､長時間の編集に便利で
す。

●詳しくはカタログ､ホームペー
ジ(P9)などでご確認ください。

パソコンを使って動画編集する

●｢640×480｣以外のサイズを持
つ画像を取り込むことはできま
せん。 画像サイズは｢640 ×
480｣になります。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

DV端子(i.LINK端子)を持ったデジ
タルビデオ機器どうしをDV ケー
ブル VW-CD1(別売)でつなぐと､
デジタル信号による高画質なダビ
ングができます。

再生機
撮影済みのカセットを入れ､再生
モードにしておく。
録画機
録画用カセットを入れ､再生モー
ドにしておく。
リモコンを用意しておく。

再生する

録画ボタンを押しなが
ら再生ボタンを押す

一時停止または停止ボ
タンを押して､録画を終
わる

再生を終わる

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

デジタルビデオ機器とつないで使う
(デジタルダビング)
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編
集

デジタルダビングについて
●2台の当社製デジタルビデオカメラをお使いの場合､リモコン
設定をそれぞれ｢VTR1｣､｢VTR2｣にしておくとリモコンによ
る誤動作を防ぐことができます。(P21)

●録画機側のメニューの設定に関係なく､再生テープの｢音声キ
ロク｣モードと同じモードでダビングされます。

●録画機側のモニター映像(液晶モニターやファインダー､テレ
ビに映した映像)の画面下部がゆがんだり､上下にゆれること
がありますが､異常ではありません。 実際に記録される映像
には影響ありません。

●再生機側でタイトルインを使っても､ダビングされるのはもと
のテープ内容です。

●ダビング中にDVケーブルを抜き差ししないでください。 正
常にダビングできないことがあります。

●著作権保護の信号(コピーガード)が入っている映像を本機で録
画すると､再生時に映像がモザイクになります。

● DV 端子からの入力映像にタイトルを入れてテープに記録す
ることはできません。

●｢キロクセッテイ｣メニューの｢キロクモード｣を｢LP｣にしてお
くと､｢SP｣の1.5倍長く録画できます。(P30)

●主音声､副音声の入った映像(2カ国語の映像など)をダビング
したときは､再生時に｢再生キノウ｣メニューの｢音声キリカエ｣
で聞きたい音声を選んでください。(P33)

●日付などの表示情報については､接続機器側ソフトウェアに表
示機能がない場合表示されません。

●DV端子または i.LINK端子を持った機器でも､デジタルダビン
グできない場合があります。くわしくは接続される機器の取
扱説明書をお読みください。

映像コミュニケーションソフト
WindowsR用の映像コミュニケー
ションソフト DV@Talk 1 .0J/
VW-DTC1を使うとお手持ちのデ
ジタルビデオカメラとインター
ネットを使って､テレビ電話のよ
うに相手の顔や声を確かめなが
ら､通話できます。

接続や操作方法などの詳しい説明
は､映像コミュニケーションソフ
トの説明書をお読みください。

●インターネット接続には､別途プ
ロバイダーとの契約が必要で
す。

●通信･画像の品質はインターネッ
ト接続状況によって変わりま
す。

●ビデオカメラの電源は AC アダ
プターをお使いください。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

映像コミュニケーションソフトを
使う

●この操作でご使用になれるパソ
コンは､IEEE1394 端子(i.LINK
端子)のある W i n d o w sR9 8
Second Edition/Me 搭載機で
す。

●詳しくはカタログ､ホームペー
ジ(P9)などでご確認ください。
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別売のUSB接続キットを使うと､
本機のカード画像をパソコンで扱
えるようになります。

USB 接続キット
別売の WindowsR用 USB 接続
キットには､画像の整理に便利な
ビューワーや画像編集･加工用の
レタッチソフトが付いています。
パソコンと接続するときは､
1 USB 接続キットに入っている

USB ドライバーをパソコンに
インストールする

2 本機をカード再生モードにす
る

3 専用のケーブルで接続する

● PC接続モードになります。

接続や操作方法などの詳しい説明
は､USB接続キットの説明書をお
読みください。

パソコンを使って静止画編集する

●この操作でご使用になれるパソ
コンは､ U S B 端子のある
WindowsR98 Second Edition/
Me 搭載機です。

●詳しくはカタログ､ホームペー
ジ(P9)などでご確認ください。

●ビデオカメラの電源は AC アダ
プターをお使いください。
(データ転送中にバッテリーが消
耗し､電源が切れるとカードや
カードの内容が破壊されたりす
ることがあります)

● PC 接続モード時に操作モード
を切り換えることはできませ
ん。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

別売のパソコン静止画キットを使
うと､本機の画像データ(撮影映
像､テープ映像やカード画像)をパ
ソコンに取り込むことができま
す。

パソコン静止画キット
デジカム用パソコン静止画キット
VW-DTA2W(WindowsR用)/VW-
DTA2M(Macintosh用)には､デジ
カム連動のソフト｢DV スタジオ
2｣が付いています。｢アルバム｣
｢レタッチ｣｢レイアウト｣｢住所録｣
のソフトウェアがひとつになった
統合ソフトです。
パソコンと接続するときは､パソ
コン静止画キットに入っている専
用のインターフェースアダプター
を使います。

接続や操作方法などの詳しい説明
は､パソコン静止画キットの説明
書をお読みください。

●この操作でご使用になれるパソ
コンは､シリアルポート(D-sub9
ピン)のある WindowsR95/98/
Me 搭載機とシリアルポート(ミ
ニ8ピン)のあるMacintosh のみ
です。

●詳しくはカタログ､ホームペー
ジ(P9)などでご確認ください。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。
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ワイヤレスでパソコンにデータを
送る

別売の             アダプターキッ
ト /VW-BT1C を使って､本機か
らカードの画像データ(撮影映
像､テープ映像やテープ画像)を
パソコンに送ることができま
す。

            アダプターキット
WindowsR用の             アダプ
ターキットを使うとケーブルを
接続することなくカードのデー
タをパソコンに送ることができ
ます。

接続や操作方法などの詳しい説
明は､            アダプターキット
の説明書をお読みください。

●イラストはハンドストラップ
使用時のものです。

●この操作でご使用になれるパ
ソコンは W i n d o w s R9 8
Second Edition/Me搭載機で
す。

●詳しくはカタログ､ホームペー
ジ( P 9 )などでご確認くださ
い。

編
集

パソコン静止画キットについて
●デモモードを｢切｣にしてからお使いください。(P75)
●リピート再生(P35)になっていると､取り込み時に誤動作しま
す。

●テープの途中に無記録部分がある場合は､誤動作することがあ
ります。 撮影時は､タイムコードがテープ始端から途切れず
に記録されるようにしてください。(P93)

●静止画を取り込む場合は､SPモードで撮影しておくことをお
すすめします。

●ビデオカメラの電源は AC アダプターをお使いください。
●連写フォトショット画像(P26)は､自動取り込みはできませ
ん。

●S2(S1)映像入出力端子やＡＶ入出力端子からの入力信号を直
接､取り込むことはできません。

●お使いのパソコンによっては自動取り込みに失敗することが
あります。 そのときは1枚ずつ取り込んでください。

●撮影モード時はテープとカードを取り出してください。
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パソコンでカードを使う

アダプターを使って､データをパソコンに取り込んでください。
アダプターには以下のようなものがあります。
SDメモリーカード / マルチメディアカード両対応アダプター:
● USB接続キット /VW-DTU1
● SD パソコン静止画キット /VW-DTSD1
● SD メモリーカード用USBリーダーライター /BN-SDCAP3
● SD メモリーカード用 PC カードアダプター /BN-SDAAP3
●             アダプターキット /VW-BT1C

フォルダー構造について
データを記録したカードをパソコンに入れると､フォルダーが右図の
ように表示されます。

｢100CDPFP｣:
メモリー画像がJPEG形式(IMGA0001.JPGなど)で記録されていま
す。 JPEG画像対応のレタッチソフトなどで開くことができます。

｢MISC｣:
メモリー画像に設定されたDPOF データのファイルが入っていま
す。

｢TITLE｣:
プリセットタイトル(PRE00001.TTL など)やオリジナルタイトル
(USR00001.TTLなど)のデータが入っています。

●カード内のデータは､別売のUSB接続キットやSDパソコン静止画
キット/VW-DTSD1､マルチメディアカード用タイトル作成ソフト
VW-SWMT1で編集できます。

●この場合､画像は｢100CDPFP｣フォルダーに入れてください。
●パソコン上で本機未対応のデータを記録した場合､本機ではその
データを認識することはできません。(P52､53)

●本機で記録した画像データなどは､パソコン上で削除せず､本機で削
除するようにしてください。
●詳しくはカタログ､ホームページ(P9)などでご確認ください。 使
用方法については､パソコンや各アダプターの説明書をお読みくだ
さい。
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ビデオカメラを使い終わったら､
以下の手順の後､別売のソフト
ケースなどに入れて保管するこ
とをおすすめします。

カセットを出す(P18)

電源を｢切｣にする
(P18)

カードを取り出す
(P50)

●カードは必ず電源を｢切｣にして
から取り出してください。

液晶モニターを閉じる

バッテリー(DCコー
ド)を外す(P16)

レンズキャップを付け
る(P22)

使い終わったら

編
集

SD メモリーカードとマルチメディアカード
SDメモリーカード(付属)とマルチメディアカード(別売)は小型､軽量
で､着脱可能な外部メモリーカードです。
SD メモリーカードはカードへの書き込みやフォーマットを禁止す
る書き込み禁止スイッチを備えています。

記載の品番は 2002 年1月現在のものです。

SDメモリーカードのラベルに記載されているメモリー容量は､著作
権の保護･管理のための容量と､ビデオカメラやパソコンなどで通常
のメモリーとして利用可能な容量の合計です。

通常のメモリーとして
利用可能な容量

付属のSDメモリーカードにはプ
リセットタイトルが入っていま
すので､記録枚数､時間は少なく
なります。

そ
の
他
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撮影系メニュー画面

1AEセッテイ(P40)

2プログレッシブ(P28)

3テブレホセイ(P30)

4デジタルズーム(P28)

5シネマモード(P29)

6デジタルキノウ(P45)

7デジタルコウカ(P45)

8メモリガシツ(P51)

9タイトル作成(P58)

メニュー画面の表示
画面のイラストは説明用です。 実際の表示とは異なります。

:マルチモード(P48)

;ストロボソクド(P48)

<スイングモード(P49)

=コガメンイチ(P47)

>キロクモード(P30)

?音声キロク(P91)

@シーンインデックス(P39)

AウインドNR(P32)

B日時ヒョウジ(P33)

Cカウンタモード(P79)

Dカウンタリセット(P93)

Eヒョウジモード(P76)

FLCDバックライト(P77)

GLCD/VFチョウセイ(P77)

Hリモコン(P21)

Iサツエイランプ(P27)
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下記に説明の記載のないメニューおよび項目は撮影系
メニューの同名の項目を参照してください。

再生系メニュー画面

Oブランクサーチ(P39)

Pガゾウデンソウテープ→カード
(P56)

Qアタマダシ(P38)

R12bit音声(P67､91)

S音声キリカエ(P33､65､69)

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Tエイゾウコウカ(P49)

Uコウカセンタク(P49)

VAVタンシ(P33､64､66)

Wアフレコ入力(P66)

XADヘンカン出力(P65)

画面のイラストは説明用です。

実際の表示とは異なります。

そ
の
他

Jおしらせブザー
｢入｣にすると､下記の場合にブ
ザーが鳴ります。
｢ピッ｣:
撮影開始時や電源を｢切｣から撮
影モードにすると鳴ります。
｢ピピッ｣:
撮影の一時停止時に鳴ります。
｢ピッ､ピッ…(連続10 回)｣:
カセットやカードが入っていな
かったり､誤消去防止つまみが
｢SAVE｣側になっているカセッ
トを入れたとき､つゆつきが起
こったときなどに鳴ります。画
面に文章表示が出ます。内容を
確認してください。

Kシャッターコウカ(P26)

L日時設定(P78)

Mタイメンモード(P31)

Nデモモード
撮影モードで､カセットおよび
カードが入っていないときに､
約10分以上操作しなければ､本
機の機能紹介(デモ)が始まりま
す。何か操作するとデモは中断
されます。｢スタンバイ / 入｣に
してメニュー画面表示を消した
場合はすぐにデモが始まりま
す。 テープを入れるか､デモ
モードを｢切｣にすると､デモ
モードは停止します。 通常は
｢切｣にしてお使いください。
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Eヒョウジモードについて
表示は以下のようになります。(下記は撮影モードの場合)

下記に説明の記載のないメニューおよび項目は撮影系または
再生系メニューの同名の項目を参照してください。

画面のイラストは説明用です。 実際の表示とは異なります。

カード再生系メニュー画面

メニュー画面の表示 （つづき）

Yファイルをえらんで消去
(P60)

Zファイルをすべて消去(P61)

[タイトルをえらんで消去
(P60)

\ガゾウデンソウカード→テープ
(P57)

]ナンバー指定(P53)

^ロック設定(P60)

_スライドショー設定(P55)

`DPOF設定(P62)

aフォーマット(P61)
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｢ヒョウジセッテイ｣メニューで
｢LCD/VFチョウセイ｣を｢する｣に
設定すると､左図のように 8 段階
のバー表示が出ます。
● LCD は液晶モニターのことで､
リ キ ッ ド ク リ ス タ ル ディスプレイ

Liquid Crystal Display の略で

す。

●また VF はファインダーのこと
ビ ュ ー ファインダー

で､View Finderの略です。

ダイヤルを押し込んで､
調整したい項目を選ぶ

●押すごとに､項目が変わります。

ダイヤルを回して､調整
する

●回すと､バー表示が変わります。
●リモコン使用時は､項目ボタンで
選択､設定ボタンで調整します。
設定ボタンを押し続けると､バー
表示が変わります。

液晶モニター全体を明るくする
｢ヒョウジセッテイ｣メニューで
｢LCD バックライト｣を｢アカル
イ｣に設定すると､液晶モニターが
明るくなります。

液晶モニター､ファインダーの調
整内容は､実際に録画される画像
には影響しません。

LCD アカルサ
画面の明るさを調整します。
右にするほど明るくなります。
LCD イロレベル
画面の色の濃さを調整します。
右にするほど濃くなります。
VF アカルサ
ファインダーの明るさを調整しま
す。
右にするほど明るくなります。

年月日､時刻は､内蔵電池を使って
記憶させています。 電源を入れ
たときに､｢0｣表示が出ると､内
蔵電池が消耗しています。 以下
の方法で充電してください。 充
電完了後､日時を設定してくださ
い。

電源スイッチを｢切｣にしておく。

本機にACアダプターを
つなぐ(P17)

約 4 時間､そのままの状
態にしておく

●内蔵電池が充電されます。

液晶モニター /ファインダーを調
整する

内蔵日付用電池を充電する

そ
の
他
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｢ソノタセッテイ｣メニューの｢日
時設定｣を｢する｣に設定すると､左
図の画面が表示されます。
例えば､2002年10月8日12時
30 分に合わせるには

回して､｢2002｣にする

押し込んで､月に送る

回して､｢10｣にする

押し込んで､日に送る

回して､｢8｣にする

押し込んで､時に送る

回して､｢12｣にする

押し込んで､分に送る

回して､｢30｣にする

メニューボタンを押し
て､日時設定を終わる

●秒が 0 から始まります。
●もう一度押すとメニューが消え
ます。

●年の変わりかた
　2000 → 2001 →･･･2089 →
2000

●時間は 24 時間表示です。

1バッテリー残量表示
バッテリーの残量が少なくなるにつれ､r → s → t
→ u → v と変わります。 容量が無くなると､u
(v )が点滅します。
(ACアダプター使用時に sが表示される場合がありますが､
問題ありません)

2撮影時間モード表示(P30)
撮影時間モードの表示が出ます。
SP: 標準モード
LP: 長時間モード

3インデックス表示(P39)
INDEX :
シーンインデックス信号記録時に表示が数秒間点滅します。
サーチ番号(P38)
S 1:
シーンサーチのときに何番目のシーンを頭出しするかを番号表示
します。

●内蔵時計は誤差が生じますので､
撮影前に時間が合っているか確
認してください。 また｢0｣表
示が出ている場合､内蔵電池を充
電後､日時を設定してください。

年月日 /時刻を合わせる 画面の表示
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4カウンター･タイムコード表示
カウンター値､メモリー機能､タイムコード値の表示が出ます。
表示の切り換えかた
｢ヒョウジセッテイ｣メニューの｢カウンタモード｣設定によって､
表示が変わります。
カウンタ: 0:00.00
カウンタメモリ: M0:00.00
タイムコード: 0h00m00s00f

5状態表示
サツエイ: 撮影中(P25)
テイシ: 撮影の一時停止中(P25)
!: 再生中(P32)カメラサーチ(送り)中(P38)
": カメラサーチ(戻し)中(P38)
;: 静止画再生中(P36)
%: 早送り中 /早送り再生中(P34)
&: 巻戻し中 /巻戻し再生中(P34)
?!/"?: スロー再生中 / 逆スロー再生中(P35)
;!/";: 正方向コマ送り中 /逆方向コマ送り中(P36)
)/*: 正方向頭出し中 /逆方向頭出し中(P38)
チェック: 撮影の確認中(P25)
アフレコ!: アフレコ中(P66)

アフレコ;: アフレコ一時停止中(P66)
フォト: テープフォトショット撮影中(P26)
ブランク: ブランクサーチ中(P39)
2×%: 可変速サーチ中(P34)
R !: リピート再生中(P35)
●: 録画中(P64､68)
(M.)スライド!: スライドショー実行中(P55)
(M.)スライド;: スライドショー一時停止中(P55)
(プリセット設定時は｢M.｣を表示します)

6テープ残量表示
テープ残量を分単位で表示します。(3 分未満は点滅表示)
●15秒以下の撮影では残量表示が出ないか､または正確に出ない
ことがあります。

●実際のテープ残量より2～3分少ない表示が出る場合がありま
す。

7シネマ表示(P29)
シネマを設定すると表示が出ます。
デジタルズーム表示(P28)
デジタルズーム機能を設定すると表示が出ます。
デジタルキノウ表示(P45)
撮影モードのときにデジタル機能を設定すると表示が出ます。
デジタルコウカ表示(P45)
撮影モードのときにデジタル効果を設定すると表示が出ます。
再生ズーム表示(P50)
再生ズーム時に倍率と表示が出ます。
エイゾウコウカ表示(P49)
再生モードのときに映像効果を設定すると表示が出ます。

8年月日､時刻表示(P33)
時間は 24 時間表示です。

そ
の
他
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画面の表示(つづき)

9ズーム倍率表示(P28)
ズーム操作をするとズームの倍率表示とバー表示が出ます。
モード表示(P24､40､42～44)
MNL : マニュアルモード
フルオート : フルオートモード
手ぶれ補正表示(P30)
p : 手ぶれ補正機能を使用すると､表示が出ます。
アフレコ入力表示(P66)
マイク /ライン : アフレコ時の音声入力モードの表示が出ます。
音声記録モード表示(P67､91)
12bit/16bit :
再生時には録音されたときの音声記録モードの表示が出ます。

:電子シャッター速度表示(P44)
電子シャッター機能で､シャッター速度を設定すると表示が出ま
す。

;F 値表示(P44)
絞り値を調整すると絞り値(F 値)が表示されます。
ゲイン表示(P44)
絞り値(F 値)が開放｢OPEN｣以降になると､ゲイン調整になりま
す。

<カラーナイトビュー表示(P41)
暗い場所でもカラーで､明るく浮かび上がらせて撮影できます。

=カード表示(P50～ 62)
残 20 枚: カードフォトショットの残り枚数(残り 0 枚で赤色点

滅となります)
F: ファイン画質モード
N: ノーマル画質モード
E: エコノミー画質モード

 : 640× 480 の画像サイズ

本機で撮影していない画像の場合は､水平方向画素数によって以
下のようなサイズ表示になります。
水平方向画素数

 : 1600以上のとき
 : 1280 から1600 のとき
 : 1024 から1280 のとき
 : 800から1024 のとき
 : 640 から 800 のとき

(640 未満のときは､サイズは表示されません)

(青): カードフォトショットモード
(赤): カードフォトショット中
(赤): カードなし
(緑): カードにアクセス中､カードフォトショット操作不

可時
 : ミラーモード時

No.00: データ番号
00 枚: DPOF 設定枚数
●(白): DPOF 設定済み(1枚以上に設定)
●(緑): スライドショー設定済み
●(青): DPOF 1枚以上に設定済みでスライドショー設定済み

 : ロック設定済み
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>マニュアルフォーカス表示(P43)
マニュアルフォーカス時に｢MF｣表示が出ます。オート時は表示
しません。
白バランス表示(P42)
白バランスを設定時に､以下の表示が出ます。
AWB : オートモード
{ : 屋内(白熱電球)モード
z : 屋外モード
| : 蛍光灯モード
1 : セットモード
AE設定表示(P40)
AE 設定を選択すると表示が出ます。
5: スポーツモード
7: ポートレートモード
4: ローライトモード
Ω: スポットライトモード
º: サーフ＆スノーモード
逆光補正表示(P40)
ª: 逆光補正機能が働いていると表示が出ます。

?音量表示(P33)
音量を調整するときに表示が出ます。
再生時に音量表示バーが出るまでマルチプッシュダイヤルを押
します。 ダイヤルを回して音量を調整します。

@プログレッシブ表示(P28)
プログレッシブ機能が使えるときに表示されます。

A再生ファイル表示(P52､58)
再生ファイルの種類を表示します。
PICTURE: メモリー画像
TITLE: タイトル画像

Bフォルダー / ファイル名表示(P52､58)
再生ファイルのフォルダー名とファイル名を表示します。

C確認表示
以下のマークが点滅または点灯しているときは､ビデオカメラの状
態を確認してください。
3: つゆつきが起こったとき(P88)
Y: 誤消去防止つまみが｢SAVE｣側になっている

カセットを入れたとき(P19)
0: 内蔵日付用電池が消耗したとき(P77)
カセットなし: カセットが入っていないとき
:: ヘッドがよごれているとき(P88)
テープおわり: 撮影中にテープが終端になったとき
リモコン: リモコンの設定が合っていないとき(P21)

そ
の
他
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画面の表示(つづき)

D文章表示
確認内容を文章で表示します。
｢つゆがつきました｣
｢カセットを取りだしてください｣が交互点滅
つゆつきが起こっています。 カセットを取り出してしばらくお
待ちください。(P88)

｢バッテリーを取りかえてください｣
バッテリー容量がなくなっています。 十分に充電したバッテ
リーと交換してください。(P16)

｢カセットを入れてください｣
カセットが入っていません。(P18)

｢カセットを取りかえてください｣
テープの終端です。

｢このカセットでは撮影できません｣
誤消去防止つまみが｢SAVE｣側になっているカセットを入れて､撮
影操作をしています。(P19)

｢このカセットでは録画できません｣
誤消去防止つまみが｢SAVE｣側になっているカセットを入れて､ア
フレコや録画(デジタルダビング)操作をしています。(P64､66､
68)

｢リモコンのセッテイをカクニンしてください｣
リモコンの設定が合っていません。(P21)
電源を入れて､最初のリモコン操作時のみ表示されます。

｢再生できません｣
再生不能のテープかカードです。 または､ヘッドがよごれていま
す。(P88)
｢このカセットは使えません｣
未対応のテープです。

｢LP記録部のため録画できません｣
LP モードで撮影したテープに､アフレコ操作をしています。
(P66)

｢コピーガードがありただしく録画できません｣
著作権保護の信号(コピーガード)が入っている映像を録画してい
ます。(P65､69)

｢テープのため記録できません｣
再生モードでテープフォトショットしています。(P64)
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D文章表示(つづき)
｢このカードは使えません｣
未対応のカードです。
本機で認識できないカードです。
フォーマットしてください。(P61)

｢カードを入れてください｣
カードが入っていません。(P50)

｢タイトルがありません｣
タイトル画像が記録されていません。(P58)

｢メモリ記録はできません｣
カードの容量がありません。画像やタイトルなどを消去するか､
新しいカードを入れてください。

｢メモリ記録がありません｣
カードにデータが記録されていません。

｢ワイド画像は記録できません｣
S1信号(16:9)の映像をカードフォトショットしています。(P54)

｢消去できません｣
ロック設定されているファイルに消去操作をしています。(P60)

｢カードがロックされています｣
SD メモリーカードの書き込み禁止スイッチが｢LOCK｣側になっ
ています。(P61)

｢ヘッドをクリーニングしてください｣
ヘッドがよごれています。 ヘッドをクリーニングしてくださ
い。(P88)

｢ライン入力記録中はメモリー記録できません｣
録画中です。 録画を停止してからやり直してください。(P64､
66)

｢RESET ボタンをおしてください｣
本機が自動的に異常を検出しました。カセットを取り出してか
ら､RESETボタンを押して本機を再起動させてください。(P99)

｢シュウリがひつようです。 お店へ…｣
まず接続している電源を外して､お買い上げの販売店へご連絡く
ださい。 詳しくは｢保証とアフターサービス｣(P102)をお読み
ください。

そ
の
他
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照明について
●なるべく太陽を背にして撮影し
てください。 逆光では被写体
が暗く撮影されます。

●海辺やスキー場など周囲が明る
すぎ､人物が暗いときはAE設定
を｢サーフ&スノー｣にして撮影
してください。 また全体が明
るすぎるときは別売のND フィ
ルター(VW-LND30)を使うのも
効果的です。

●屋内で撮影するときは屋内の照
明に合わせた白バランスモード
を選んでください。

撮影場面に合わせた設定例
以下の設定はあくまでめやすで
す。 光源や照明､天候､被写体の
色や動きによってはうまく撮れ
ないことがあります。
大切な撮影の前にはどの設定で
どのように撮れるか試しておき
ましょう。

◆披露宴､舞台､発表会の撮影
白バランス:
場面ごとに白バランス設定
スポットライトが当たっている
場所では AE 設定を｢スポットラ
イト｣にすることをおすすめしま
す。

◆運動会の撮影
白バランス: オートモード
フォーカス: マニュアル
近距離でお子様の動きが速い場
合は､オートフォーカスでは､ピ
ントが合わなくなることがあり
ます。 マニュアルフォーカスで
撮ることをおすすめします。

◆夜景や花火の撮影
白バランス: 屋外モード
フォーカス: マニュアル

◆ゴルフスイングのフォームな
ど､動きの速いシーンの撮影

AE 設定: スポーツ
白バランス: オートモード
フォーカス: マニュアル

◆動きの速い場面を撮影するとき
のめやすとなるシャッター速度
バレーボールの試合の撮影:
1/100 ～1/350
ジェットコースター撮影:
1/500 ～1/1000
ゴルフやテニスのスイング撮影:
1/500 ～1/2000

撮影のテクニックガイド



85

●本機は､やわらかい､乾いた布で
ほこりをふいてください。 よご
れがひどいときは､中性洗剤を水
でうすめ､その液にひたした布を
よくしぼってから汚れをふき
取ってください。 このあと､乾
いた布で仕上げてください。

●化学ぞうきんをご使用の際は､
その注意書に従ってください。

監視用など業務用として使わな
い
●長時間使うと､内部に熱がこも
り故障するおそれがあります。

●本機は業務用ではありません。

ACアダプターについて
●熱くなっているバッテリーは､
通常より充電時間が長くかかり
ます。

●バッテリーの温度が非常に高
い､あるいは非常に低い場合､
[CHARGE]ランプが点滅し続
け､充電できないことがありま
す。 バッテリーの温度が十分
下がった､あるいは上がったあ
と､自動的に充電が始まります
ので､ しばらくお待ちくださ
い。 それでも[CHARGE]ラン
プが点滅し続ける場合は､バッ
テリーまたは AC アダプターが
故障している可能性があります
ので､お買い上げの販売店にご
相談ください。

ビデオカメラについて
磁気が発生するところや電磁波
が発生するところ(電子レンジ､
テレビやゲーム機など)からはで
きるだけ離れて使う
●テレビの上や近くで操作する
と､電磁波の影響で画像や音声
の乱れることがあります。

●スピーカーや大型モーターなど
が出す強い磁気により､記録が
損なわれたり､画像がゆがんだ
りします。

●マイコンを含めたデジタル回路
の出す電磁波により､お互いに
影響をおよぼし､画像や音声の
乱れることがあります。

●本機が影響を受け､正常に動作
しないときは､バッテリーやAC
アダプターを一度外してから､
あらためて接続し電源を入れ直
してください。

電波塔や高圧線が近くにあると
きは､なるべく使わない
●近くで撮ると､電波や高電圧の
影響で撮影映像や音声が悪くな
ることがあります。

周囲で殺虫剤や揮発性のものを
使うときは､本機にかけない
●かかると､外装ケースが変質し
たり､塗装がはげるおそれがあ
ります。

●ゴム製品やビニール製品などを
長期間接触させたままにしない
でください。

浜辺など砂やほこりの多いとこ
ろで使うときは､内部や端子部に
砂やほこりが入らないようにす
る
また海水などでぬらさないよう
にする
●砂やほこりは､本機やテープの
故障につながります。(カセッ
ト､カードの出し入れ時はお気
を付けください)

●万一海水がかかったときは､よ
くしぼった布でふき､そのあと､
乾いた布でふいてください。

本機を持ち運びするときは､落と
したり､ぶつけたりしない
●強い衝撃が加わると､外装ケー
スがこわれ､故障します。

お手入れの際は､ベンジン､シン
ナー､アルコールなどの溶剤を使
わない
●お手入れの際は､バッテリーを
外しておくか､電源プラグをコ
ンセントから抜いておきます。

●溶剤を使うと外装ケースが変質
したり､塗装のはげるおそれが
あります。

使用上のお願い
●ラジオ (特にAM受信中)の近く
で使うと､ラジオに雑音が入る
場合があります。使用時は１m
以上離してください。

●使用中､ACアダプターの内部で
発振音がする場合があります
が､異常ではありません。

●使用後は､必ず電源プラグを電
源コンセントから抜いてくださ
い。(接続したままにしておく
と､最大約0.9Wの電力を消費し
ています)

●ACアダプター､バッテリーの端
子部をよごさないでください。

機器を電源コンセントの近く
に設置し､遮断装置(電源プラ
グ)へ容易に手が届くようにし
てください。

そ
の
他
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使用上のお願い(つづき)

バッテリーについて
本機で使用するバッテリーは､充
電式リチウムイオン電池です。
このバッテリーは温度や湿度の影
響を受けやすく､温度が高くなる､
または､低くなるほど影響が大き
くなります。 温度の低いところ
では､満充電表示にならない場合
や使用開始後5分くらいでバッテ
リー警告表示が出る場合がありま
す。 また高温になると保護機能
が働き､使用できない場合もあり
ます。

使用後は､必ずバッテリーを外す
●付けたままにしておくと､ビデオ
カメラの電源が｢切｣であっても､
絶えず微少電流が流れていま
す。 これをそのままにしておく
と､過放電になり､充電しても
バッテリーが使用できなくなる
おそれがあります。

出かけるときは予備のバッテリー
を準備する
●撮影したい時間の 3 ～ 4 倍の
バッテリーを準備してくださ
い。 スキー場などの寒冷地では
撮影できる時間がより短くなり
ます。

●旅行をされるときは､現地でバッ
テリーを充電できるように AC
アダプターも忘れずに準備して
ください。 海外で使う場合は､
変換プラグも必要です。(P90)

バッテリーの端子部に付いたほこ
りなどは取る

バッテリーを誤って落下させてし
まった場合､端子部が変形してい
ないか確認する。
●端子部が変形したまま本体やAC
アダプターに付けると､本体や
AC アダプターをいためます。

使用後は､必ずカセットを取り出
し､バッテリーを外す､または､電
源プラグをコンセントから抜く
●バッテリーは涼しくて湿気がな
く､なるべく温度が一定のところ
に保管してください。(推奨温度:
15℃～ 25℃､推奨湿度:40％～
60％です)

●極端に低温､高温になるところで
保管すると､バッテリーの寿命が
短くなることがあります。

●高温･多湿､油煙の多いところで
は､端子がさびたりして故障の原
因となります。

●長期間保管する場合､1年に1回
は充電し､ビデオカメラで充電容
量を使いきってから再保管する
ことをおすすめします。

不要(寿命になったなど)バッテ
リーは火中などに投入しない
●加熱や火中などに投入すると､破
裂するおそれがあります。

●バッテリーには､寿命がありま
す。

リチウムイオン
電池使用

不要になった電池(バッテリー)
は､貴重な資源を守るために､廃棄
しないで充電式電池リサイクル協
力店へお持ちください。

使用済み充電式電池(バッテリー)
の届け先
●下記の充電式電池リサイクル協
力店へご持参ください。

●お買い上げの販売店または最寄
りの松下電器の販売店･サービ
スセンター･ 販売会社へ。
もしくは(社)電池工業会にご確
認ください。

●( ホームページ : h t t p : / /
www.baj.or.jp)

使用済み充電式電池(バッテリー)
の取り扱い
●端子部をセロハンテープなどで
おおい､リサイクル箱へ

●分解しないでリサイクル箱へ
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カセットについて
使用後は､必ずカセットを始端ま
で巻き戻し､取り出して保管する
●カセットをビデオカメラに入れ
たままにしたり､テープを途中
で止めた状態で半年以上(保管状
態により異なります)置いておく
とテープがたるみ､ いたみま
す。

●半年に一度テープを巻き直しし
てください。 テープを一年以
上巻いたままにしておくと､温
度や湿度による膨張､収縮など
でゆがみが起きることがありま
す。 またテープどうしがはり
ついてしまうことがあります。

●カセットはケースに入れ､立て
て保管してください。

●ほこりや直射日光(紫外線)､湿気
などでテープをいためます。
このようなテープを使用する
と､本機やヘッドをいためるお
それがあります。 必ずケース
に入れてください。
カセットに強い磁気を近づけない
●磁石を使った器具(磁気ネックレ
スやおもちゃなど)は､思ったよ
り磁気が強く､大切な撮影内容
を消したり､ノイズを増やす原
因となります。

カードについて
カードの出し入れは必ず電源ス
イッチ｢切｣の状態で行ってくだ
さい。 動作中ランプが点灯中
(カードにアクセス中)は､カード
扉を開けてカードを抜いたり､電
源を切らない､また振動や衝撃を
与えない
カードを高温になるところや直
射日光のあたるところ､電磁波や
静電気の発生しやすいところに
放置しない､また､折り曲げたり､
落としたり､強い振動を与えない
●カードが破壊されるおそれがあ
ります。 また､カードの内容が
破壊されたり､消失するおそれ
があります。
使用後は､必ずカードを取り出し
て､保管する
●使用後や保管時､持ち運びの時
は付属の収納袋や収納ケースに
入れてください。

●カード裏の端子部にごみや水､
異物などを付着させないでくだ
さい。 また､手などで触れない
でください。

液晶モニターについて
●液晶面がよごれたときは､やわ
らかい､乾いた布でふいてくだ
さい。

●温度差が激しいところでは､液
晶モニターにつゆが付くことが
あります。やわらかい､乾いた
布でふいてください。

●寒冷地などで本体が冷えきって
いる場合､電源を入れた直後は
液晶モニターが通常より少し暗
くなります。 内部の温度が上
がると通常の明るさに戻りま
す。

◆液晶モニターは､精密度の高い
技術で作られていますが､液晶
モニターの画面上に黒い点が現
れたり､常時点灯(赤や青､緑の
点)することがあります。 これ
は異常ではありません。 液晶
モニターの画素については
99.99％以上の高精度管理をし
ておりますが､0.01％以下で画
素欠けや常時点灯するものがあ
ります。

ファインダーについて
◆ファインダーは､精密度の高い
技術で作られていますが､ファ
インダーの画面上に黒い点が現
れたり､常時点灯(赤や青､緑の
点)することがあります。 これ
は異常ではありません。 ファ
インダーの画素については
99.99％以上の高精度管理をし
ておりますが､0.01％以下で画
素欠けや常時点灯するものがあ
ります。

定期点検のお願い
美しい画像をご覧いただくため
に､使用環境(温度､湿度､ほこり)
などによって異なりますが､およ
そ使用1000 時間をめやすに清
掃､ヘッドなどの摩耗部品を交換
されることをおすすめします。
ヘッドのよごれについては 88
ページをお読みください。

そ
の
他
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夏に冷蔵庫から出したビンなど
に､しばらくすると水滴が付きま
す。 この現象が本機やカセット
(テープ)に起こった場合が｢つゆつ
き｣です。
つゆつきが起こっていると撮影で
きなくなります。 つゆつきを起
こさない心がけと､起こったとき
の処置を正しく守ってください。

つゆつきが起こる原因は
下記のように温度差､湿度差があ
ると起こります。
●寒い屋外から暖かい屋内に持ち
込んだとき

●冷房のきいた車などから車外へ
出したとき

●寒い部屋を急に暖房したとき
●エアコンなどの冷風がデジタル
ビデオカメラに直接当たってい
たとき

●湯気がたち込めるなど湿度の高
いところ

つゆつきが起こった場合の処置
つゆつきが起こっているときに電
源を入れると､ファインダーや液
晶モニターにつゆつきマークが点
滅します。 約1分間経過すると､
自動的に電源が切れます。 以下
の処置をしてください。

●ヘッド(テープが密着する部分)が
よごれていると､撮影時に｢ヘッ
ドをクリーニングしてください｣
が表示されます。 また､再生時
に部分的にモザイク状のノイズ
が出たり画面全体が青一色に
なったり､静止画と青一色の画面
が交互に現れたりします。(上図
参照)

●よごれがひどくなると､正常に撮
影や再生ができなくなりますの
で､別売のデジタルビデオ用ヘッ
ドクリーナーでヘッドをクリー
ニングしてください。

1カセットを出す
その他の機能は働きません。
つゆつきの状態によっては､カ
セットが出せない場合があり
ます。 この場合は､2～3時間
待ってから出してください。

22～3時間後､電源を入れて､
つゆつき表示が消えている
かどうかを確かめる
消えていても念のために1 時
間ほど待ってから使ってくだ
さい。

●つゆつきが始まってから10 ～
15分間はつゆつき表示が出ない
場合があります。

●特に温度が低い寒冷地では､つゆ
が凍結し､しもになることがあり
ます。 このような場合､つゆつ
き表示が出るまでさらに 2 ～ 3
時間ほどかかることがありま
す。

レンズがくもっているときの処置
のしかた
電源スイッチを｢切｣にし､1 時間
ほどそのままにしておいてくださ
い。 周囲の温度になじむとくも
りが自然に取れます。

●デジタルビデオ用ヘッドクリー
ナーをお買い求めいただく場合
はサービスルート扱いのデジタ
ルビデオ用ヘッドクリーナー
(VFK1449S)をお求めいただく
ことをおすすめいたします。
ヘッドクリーナーのご使用方法
についてはヘッドクリーナーの
説明書をお読みください。

●ヘッドをクリーニングしても､再
びヘッドよごれが発生した場合
は､テープに起因している可能性
がありますので､このテープのご
使用を避けてください。 パナソ
ニック製テープのご使用をおす
すめします。

ヘッドよごれが発生する原因
●高温･多湿な環境
●長時間の使用
●テープの傷
●空気中のほこり

つゆつきについて ヘッドよごれについて

ヘッドがよごれていると､上のよ
うな映像になり…

さらによごれると､
画面全体が青一色に
なったり､静止画と
青一色の画面が交互
に現れたりします。
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レンズフードについて
●テレコンバージョンレンズ /
VW-LT3014M(別売)やワイド
コンバージョンレンズ /VW-
LW3007M(別売)を付けるとき
は､レンズフードを外してから
取り付けてください。

●レンズフードの前部には､別の
レンズなどを付けることができ
ない構造になっていますので､
何も付けないでください。

●別売の ND フィルター(VW-
LND30)または MC プロテク
ター(VW-LMC30)をつけたあと
にレンズフードを取り付けるこ
とができます。

● ND フィルターとテレコンバー
ジョンレンズなどを 2 枚重ねて
取り付けた場合､ズームを W 側
にすると､四隅が暗く(ケラレ)な
る場合があります。

シューについて
ステレオマイクロホンを付けると
ころです。

シューの形状を合わせて､奥
まで確実に入れます。

外すときは反時計方向に
回して､外します。

その他

付けるときは時計方向に回し
ます。

そ
の
他
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ACアダプターを海外で使用す
るには
AC アダプターは､自動で全世界
の電源電圧(100V､120V､220V､
240V)､電源周波数(50Hz､60Hz)
に切り換わるように設計されて
います。 ただし､国､地域､滞在
先によって電源コンセントの形
状は異なります。 海外旅行をさ
れる場合は､右表を参考に電源コ
ンセントの形状を確かめ､その
国､地域､滞在先に合ったプラグ
を準備してください。 変換プラ
グは､お買い上げの販売店にご相
談のうえ､お求めください。 充
電のしかたは､国内と同じです。

撮ったものを海外で見るには
テレビに接続して見る場合､日本
と同じテレビ方式(NTSC)の映
像 / 音声入力端子付テレビと接
続コードなどが必要です。
日本と同じNTSC 方式を採用し
ている国､地域

AC アダプターは､全世界の電源電圧(100V､120V､220V､
240V)､電源周波数(50Hz､60Hz)でご使用いただけるように設
計しております。
市販の変圧器などを使用すると､故障するおそれがあります。

主な国､地域の代表的な電源コンセントのタイプ
海外で使う

本機の保証書は､日本国内のみ有
効です。 万一､海外で故障した
場合の現地でのアフターサービ
スについてはご容赦ください。
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デジタルビデオ
デジタルビデオは､映像や音声を
デジタル信号に変換し､テープに
記録します。 デジタル信号で記
録すると画質や音質の劣化の少
ない記録･再生が可能になりま
す。

特長
●高解像度､高 S/N 比
●色のにじみが少ない(広帯域)､安
定した画面

●ダビング劣化が少ない
ピーシーエム

● PCM音声
● LP モードでも画質劣化しない
●タイムコード編集

S-VHS(VHS)カセットとの互換
性について
デジタルビデオは､デジタル信号
を記録しているため､アナログ信
号を記録しているS-VHSビデオ
やVHSビデオとは互換性があり
ません。

出力信号について
AV 入出力端子からの信号は､従
来の信号と同じ信号なので､テレ
ビやビデオで再生画を見ること
ができます。

入力信号について
AV 入出力端子にアナログ信号
(従来のテレビやビデオの信号)を
入力することができます。 また
入力されたアナログ信号は本機
でデジタル信号で録画したり､デ
ジタル信号に変換して DV 端子
から出力することができます。
アナログ信号を記録したものを
再生し､それを他の機器に取り込
んだ場合､画像の左右に黒い帯が
出る場合があります。

ピーシーエム

PCM 音声について
本機の音声サンプリング周波数
は､
● 16bit 48kHz 2 トラック
● 12bit 32kHz 4 トラック
の 2 種類を選択して記録するこ
とができます。
16bit 48kHz 2トラックでは､高
音質で記録することができま
す。
アフレコする場合に撮影時の音
声を残したい場合は 1 2 b i t
32kHz 4 トラックで撮影してく
ださい。 16bit 48kHz 2トラッ
クでアフレコすると撮影時の音
声は消去されます。

サブコードについて
デジタルビデオの記録方式は､
テープ上にサブコードという領
域を確保し使用することができ
ます。
本機では､このサブコード領域
に､
●タイムコード
●撮影時の年月日 / 時刻
●インデックス信号
などを記録しています。

用語解説

そ
の
他
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用語解説(つづき)

オートフォーカス
オートフォーカス機能はレンズ
を自動的に前後に移動させ､ピン
トを合わせています。
オートフォーカスは､以下のよう
な特性があります。
●被写体の縦の線がもっともはっ
きり見えるように調整する

●よりコントラストの強いものに
焦点を合わそうとする

●画面の中央部にしか焦点が合わ
ない
このような特性のため､次のよう
なシーンではオートフォーカスは
うまく働きません。 マニュアル
フォーカスで撮影してください。

1遠くと近くのものを撮る
画面の中央に焦点が合うため､
近くのものを撮ると､背景にピ
ントが合いにくくなります。
遠くの山を背景に人物を撮る
場合､両方に焦点を合わせるこ
とはできません。

2よごれたガラスの向こうの
ものを撮る
よごれたガラスにピントが合っ
てしまうので､ガラスの向こう
側のものに焦点が合いにくくな
ります。また､車の往来が激し
い道路の向こう側を撮る場合
も､横切った車にピントが合っ
てしまうことがあります。

3キラキラと光るものが周り
にある
キラキラ光るものに焦点が
合ってしまうので､撮りたいも
のにピントが合いにくくなり
ます。
海辺､夜景､花火､特殊なライト
が輝いているところなどでは
ピントがぼけることがありま
す。

4暗い場所を撮る
レンズに入ってくる光の情報
が少なくなるため､ピントが合
いにくくなります。

5動きの速いものを撮る
機械的にレンズを動かしてい
るため､速い動きには追いつけ
なくなります。
例えば､激しく動き回る子ども
を撮るときはピントがぼける
ことがあります。

6コントラストの少ないもの
を撮る
コントラストの強いものや縦
の線に焦点が合いやすいので､
白い壁などコントラストや縦
の線がないものには､焦点が合
いにくくなります。

白バランス(ホワイトバランス)
ビデオカメラで撮影すると光源
の影響を受け青っぽく撮れたり､
赤っぽく撮れたりすることがあ
ります。 このような現象が起こ
らないようにホワイトバランス
という調整をします。
ホワイトバランスとは､様々な光
源の下での白い色を決めることで
す。 太陽の光の下での白い色と
はどれなのか､蛍光灯の光の下で
の白い色とはどれなのかを認識す
ることによって､その他の色のバ
ランスを調整します。 白色はす
べての色(光)の基本になるので､基
準となる白色を認識することがで
きれば､自然な色合いで撮ること
が可能になります。

オートホワイトバランス
本機は数種類の光源の下での白
色情報をあらかじめ記憶してい
ます。 撮影時の光源がどのよう
なものか､白バランスセンサーと
レンズからの情報によって判断
し､記憶しているホワイトバラン
スの中から最も近いものを選び
ます。 この機能のことをオート
ホワイトバランスといいます。
しかし､数種類の光源での白色情
報しか記憶していないので､それ
以外の光源の下での撮影では､ホ
ワイトバランスが正常に働きま
せん。

オートホワイトバランスが働く
範囲は､下図の通りです。 範囲
外での撮影では､映像が赤っぽく
なったり､青っぽくなったりしま
す。 また､下図の範囲内にあっ
ても､光源が複数の場合は､オー
トホワイトバランスが正常に働
かない場合があります。 その場
合､白バランスを調整してくださ
い。
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タイムコード
タイムコードとは､撮影(録画)し
たテープ上に記録される時間
データのことで､時､分､秒､フ
レーム(１秒は約 30 フレーム)で
表されます。 タイムコードは撮
影と同時に記録されているので､
撮影した映像のテープ上での絶
対位置を知ることができます。
･新しい(何も記録されていない)
カセットを入れると､ タイム
コードはゼロから始まります。
･途中まで記録されているカセッ
トを入れると､そこから続けて
タイムコードが記録されます。
(カセットそう入時はゼロの表示
が出ることがありますが､撮影
を始めると続きの値から表示し
ます)

ただし､テープの途中に無記録部
分があると､タイムコードは再び
ゼロから記録され始めます。 そ
の結果､テープを後で編集する場
合に誤動作の原因となります。
したがって本機で撮影するとき
は､記録部分が途切れないよう
に､カメラサーチやブランクサー
チをすることをおすすめしま
す。

●タイムコードは､リセットでき
ません。

●通常再生時以外では､ タイム
コードが表示されない(または､
不正確になる)ことがあります。

●タイムコードに対応した編集コ
ントローラーを使って編集をす
ると､正確な編集が可能になり
ます。

カウンター表示
撮影や再生の経過時間を表示す
るためのものです。
カウンター表示は､自由にリセッ
ト(カウンター表示を 0:00.00 に
戻す)することができます。した
がって､撮影や再生を始めた位置
でリセットしておけば､その時点
からの経過時間を表示すること
ができます。 しかしタイムコー
ドのように映像のテープ上での
絶対位置を知ることはできませ
ん。
カウンターをリセットするには
｢ヒョウジセッテイ｣メニューの
｢カウンタリセット｣を｢する｣に
設定します。

カウンターメモリー機能
カウンターメモリー機能を使う
と､以下のことができます。
テープを任意の位置まで巻き戻
す(早送りする)
1 ｢ヒョウジセッテイ｣メニュー

の｢カウンタモード｣を｢カウン
タメモリ｣にする

2後で戻りたい場面で､｢ヒョウ
ジセッテイ｣メニューの｢カウ
ンタリセット｣を｢する｣にする

3再生や撮影をする
4電源スイッチを｢再生｣にする
5巻戻しまたは早送り操作をす

る
カウンターをリセットした位置
付近で自動的にテープ走行が停
止します。

アフレコ時に､自動的に編集を停
止させる
1アフレコを終了させたいとこ

ろで静止画再生する
2｢ヒョウジセッテイ｣メニュー

の｢カウンタモード｣を｢カウン
タメモリ｣にする

3｢ヒョウジセッテイ｣メニュー
の｢カウンタリセット｣を｢す
る｣にする

4アフレコを開始したい位置ま
で戻り､静止画再生する

5アフレコを開始する
カウンターをリセットした位
置で､自動的にアフレコが停止
します。

プログレッシブ機能
本機のフレーム静止画機能は､ず
れのない高画質な静止画を撮影
するために､
･絞りをシャッター動作させ､
･フィールドメモリーを2個搭載
し､制御しています。
実際には､
1フォトショットボタンを押す

(または静止画ボタンを押す)
2瞬間に､絞りを閉じ､次の映像

がレンズから入ってこないよ
うにする

3同じ画像データを2つのフィー
ルドメモリーに記憶する

といった動作をします。

その成果として､
2つのフィールドにそれぞれ同じ
映像を記録し､フレーム映像にす
るのでフィールド画像に比べる
と約1.5 倍の解像度になり､しか
もずれがありません。

そ
の
他
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電源 / 本体関係
Q1: 電源が入らない。
A1-1: バッテリーや AC アダプターは正しく接続されています

か。 接続を確認してみてください。(P16､17)
A1-2: バッテリーは十分に充電されていますか。十分に充電され

たバッテリーをお使いください。(P16)
A1-3: バッテリーの保護回路が動作している可能性があります。

バッテリーをACアダプターに5～10秒取り付けてくださ
い。 それでも使用できない場合は､バッテリーの故障で
す。(P16)

Q2: 電源が勝手に切れる。
A2: 本機にカセットが入っていると､バッテリーの消耗やテープ

の摩耗を防ぐために､撮影の一時停止状態が 5 分以上続く
と､自動的に電源が切れます。(P25)
また､カード記録時に 5 分以上操作をしないと､バッテリー
の消耗を防ぐために､自動的に電源が切れます。(P51)

Q3: 電源が入ってもすぐに切れる。
A3-1: バッテリーが消耗していませんか。バッテリー残量表示が

点滅していたり､｢バッテリーを取りかえてください｣のメッ
セージが出ている場合は､バッテリーが消耗しています。
バッテリーを充電するか､十分に充電されたバッテリーを付
けてください。(P16)

A3-2: つゆつきになっていませんか。寒いところから暖かいとこ
ろにビデオカメラを持ち込んだときなど､内部につゆつきが
発生することがあります。 この場合は､自動的に電源が切
れ､カセット取り出し以外の操作はできなくなります。 つ
ゆつきがなくなるまでお待ちください。(P88)

バッテリー関係
Q1: バッテリーの消耗が早い。
A1-1: 十分に充電されていますか。 ACアダプターで充電してく

ださい。(P16)
A1-2: 低い温度のところで使っていませんか。 バッテリーは､周

囲の温度の影響を受けます。 低い温度のところでは､使用
時間が短くなります。(P86)

A1-3: バッテリーが寿命になっていませんか。バッテリーには寿
命があります。 寿命は使いかたによって変わりますが､十
分に充電しても使用時間が短いときは､バッテリーの寿命で
す。(P86)

記録モード関係
Q1: 編集､デジタルビデオ機器からのダビング､別売のパソコン

静止画キットの｢DV スタジオ 2｣の使用時に誤動作する。
A1-1: 同じテープ上に､

・ SP と LP(記録モード)
・12bitと16bit(音声記録モード)
・ ノーマルとワイド
・ 記録部分と無記録部分
などモードが混在して記録されていると､モードの切り換わ
るところで誤動作することがあります。編集などをする場
合､モードが混在しないように記録してください。

A1-2: 連写フォトショット撮影した画像を｢DVスタジオ2｣で自動
取り込みしようとしませんでしたか。連写フォトショット
の画像は自動では取り込めません。

故障?と思ったら(Q&A)
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そ
の
他

機能設定関係
Q1: 使いたい機能が使えない､選べない。
A1: 本機では仕様上､各機能の設定によって使えなくなったり､

選べなくなる機能があります。

カードモード設定時は‥‥
●デジタル機能 ●デジタル効果 ●シャッター効果
が使えなくなります。

デジタル機能は‥‥
●カードモード設定時
●プログレッシブ機能｢入｣設定時
以上のときに使えなくなります。

デジタル効果は‥‥
●カードモード設定時
●デジタルキノウの｢マルチ｣､｢コガメン｣､｢ワイプ｣､｢ミックス｣､｢キ
セキ｣設定時
以上のときに使えなくなります。

プログレッシブ機能が｢入｣設定時は‥‥
●デジタルズーム ●デジタル機能
●電子シャッター1/750 以上 ●連写フォトショット
が使えなくなります。

プログレッシブ機能が｢オート｣設定時は‥‥
●ズーム倍率が約10 倍以上のとき
●電子シャッターが1/750 以上のとき
●マルチ､コガメン以外のデジタル機能設定時
●マルチ画面が出ているとき
以上のときにプログレッシブ機能が使えなくなります｡

白バランスの選択は‥‥
●ズーム倍率が約10 倍以上のとき
●デジタル機能のコウカンド､デジタル効果のセピア､モノトーン設定
時

●静止画時 ●メニュー表示中
以上のときに選択できなくなります。

LP モードは‥‥
●アフレコできません。

ウインド NR は‥‥
●外部マイク使用時には動作しません。

AE 設定時は‥‥
● AE 設定時は電子シャッター､絞り / ゲインは調整できません。
●デジタル機能のコウカンドとスポーツモード､ポートレートモー
ド､ローライトモードは同時に使用できません。

カラーナイトビュー使用時は‥‥
●プログレッシブ機能 ●連写フォトショット
●白バランス､電子シャッター設定
● AE設定 ●デジタル機能 ●手ぶれ補正
が使えなくなります。
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故障?と思ったら(Q&A)(つづき)

撮影関係
通常撮影時
Q1: 電源､カセットを正しく入れているのに撮影できない。
A1-1: カセットの誤消去防止つまみが開いていませんか。誤消去

防止つまみが開いている(SAVE 側になっている)と撮影で
きません。(P19)

A1-2: カセットのテープ終端(テープの一番最後)になっていませ
んか。 新しいテープに交換してください。

A1-3: 電源スイッチを｢撮影｣にしていますか。｢再生｣､｢カード再
生｣になっているときは撮影できません。(P18)

A1-4: つゆつきになっていませんか。 つゆつき時は､カセット取
り出し以外の操作はできなくなります。つゆつきがなくな
るまでお待ちください。(P88)

Q2: 画面が急に変わった。
A2: デモが始まったのではないですか。 デモモードを｢スタン

バイ/入｣に設定し､カセットを入れずに電源スイッチを｢撮
影｣にするとデモモードになります。 通常は｢切｣にしてお
使いください。(P75)

いろいろな撮影時
Q1: 映像が止まったままになっている。
A1-1: 静止画ボタンを押しませんでしたか。静止画ボタンを押す

と撮っている映像が静止画になります。(P26)
もう一度､静止画ボタンを押すと元に戻ります。

A1-2: マルチ / 子画面ボタンを押しませんでしたか。 押すと､マ
ルチ画面または子画面表示となります。マルチ画面表示ま
たは子画面表示時にもう一度ポンと押すと､元に戻ります。

Q2: 自動でピントが合わない。
A2-1: マニュアルフォーカスモードになっていませんか。オート

フォーカスモードにすると自動でピントが合います。
A2-2: オートフォーカスモードでピントが合いにくい場面を撮影

していませんか。 オートフォーカスでは､ピントの合いに
くい場面があります。(P92) この場合はマニュアルフォー
カスモードで手動でピントを合わすことができます。
(P43)

A2-3: デジタル機能の｢コウカンド｣､またはカラーナイトビュー機
能を設定していませんか。｢コウカンド｣､またはカラーナイ
トビュー機能を働かせていると､フォーカスはマニュアルに
なります。(P41､47)

Q3: 撮影映像が白黒やコマ送りなどになっている。
A3: デジタル機能/効果を使って撮影していませんか。設定を

確認してください。(P45)

編集関係
Q1: アフレコができない。
A1-1: カセットの誤消去防止つまみが開いていませんか。誤消去

防止つまみが開いている(SAVE 側になっている)と編集で
きません。(P19)

A1-2: LPモードで撮影した部分にアフレコしようとしていません
か。LPモードでは､テープ上のトラック幅がヘッド幅より
狭いため､アフレコはできません。

表示関係
Q1: 画面中央に赤い文字で警告表示が出る。
A1: 警告内容を確認し､対応してください。(P82､83)

Q2: タイムコード表示がおかしくなる。
A2: 逆スロー再生をすると､タイムコード表示のカウントが一定

にならないことがありますが､故障ではありません。
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そ
の
他

再生関係(音声)
Q1: 本機のスピーカーから再生音声が出ない。
A1: 本機の音量調整が小さくなりすぎていませんか。 再生時

にマルチプッシュダイヤルを押し続けて､音量表示を出し､
ダイヤルを回すと､音量を調整することができます。(P33)

Q2: ヘッドホンの右音声が聞こえない。
A2: 再生モードで｢AV 入出力セッテイ｣メニューの｢AV タン

シ｣が｢AV入出力｣になっているとヘッドホンの右音声は聞
こえません。ヘッドホンを使用するときは必ず｢AV出力/
ヘッドホン｣にしてください。(P33)

Q3: 音声が重なって聞こえる。
A3-1: ｢再生キノウ｣メニューの｢12bit音声｣を｢ミックス｣に設定

していませんか。｢音声キロク｣モードを｢12bit｣にして撮
影したテープにアフレコ編集すると､撮影時の音声と後か
ら録音した音声を同時に重ねて聞くことができます。 ま
た､それぞれを別々に聞くこともできます。(P67)

A3-2: ｢再生キノウ｣メニューの｢音声キリカエ｣を｢ステレオ｣に設
定して主音声､副音声の入った映像を再生していません
か。 主音声を聞く時は｢L｣､副音声を聞く時は｢R｣に設定
してください。(P33)

Q4: アフレコすると元の音声が消えてしまった。
A4: 16bitモードで撮影した部分にアフレコすると元の音声が

消えてしまいます。元の音声も残したい場合は､撮影時に
12bit モードで撮影してください。(P67)

Q5: テレビ､本機のスピーカーとも再生音が出ない。
A5-1: アフレコしていないのにステレオ 2 にしていませんか。

アフレコしていない場合は､ステレオ1に切り換えてくだ
さい。(P67)

A5-2: 可変速サーチになっていませんか。 可変速サーチ中は音
声は出ません。再生ボタンを押すと､通常の再生に戻りま
す。(P34)

Q3: テープ残量表示が消える。
A3: フォトショット撮影､コマ送り､マルチモード画面表示(スト

ロボ)などをすると､一時的にテープ残量表示が消える場合
があります。通常の撮影や再生を続けると元に戻ります。

Q4: テープ残量表示が実際のテープ残量と合わない。
A4-1: 約15秒以下の連続撮影では､残量表示が正確に出ません。
A4-2: 実際のテープ残量より約2～3分少ない表示が出る場合が

あります。
Q5: 機能表示(モード表示､残量表示､カウンター表示など)が出

ない。
A5: メニューの｢ヒョウジモード｣が｢切｣になっていると､液晶モ

ニターやファインダーのテープ走行状態､警告､日付表示な
ど以外は消えます。

再生関係(映像)
Q1: 早送り再生､巻戻し再生をすると､モザイク状のノイズが出

る。
A1: デジタル特有の現象です。 異常ではありません。

Q2: テレビと正しく接続しているのに再生画像が出ない。
A2: テレビの入力切換えがビデオ入力になっていますか。テレ

ビの説明書をよくお読みになり､接続したビデオ入力端子を
選んでください。

Q3: 再生画像がきれいに映らない。
A3-1: 本機のヘッドがよごれていませんか。ヘッドがよごれてい

ると､再生画像がきれいに映りません。 別売のデジタルビ
デオ用ヘッドクリーナーを使ってヘッドを清掃してくださ
い。(P88)

A3-2: 映像/音声コードの端子部がよごれていると､画面にノイズ
が入ることがあります。やわらかい布でよごれをふき取っ
てから AV 入出力端子に接続してください。

A3-3: 著作権保護の信号(コピーガード)が入っている映像を録画
していませんか。 このカセットを本機で再生すると､映像
がモザイクになります。
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故障?と思ったら(Q&A)(つづき)

再生関係(音声)(つづき)
Q6: 再生音に｢カチッ｣音が録音されている。
A6: 撮影中にプログレッシブフォトショットやプログレッシブ

静止画にすると､本機から｢カチッ｣音がし､この音がテープ
に録音されてしまいます。撮影の一時停止中にプログレッ
シブフォトショットやプログレッシブ静止画にした場合は､
｢カチッ｣音は録音されません。(P29)

カード関係
Q1: メモリー画像がきれいに記録されない。
A1: ｢ノーマル｣や｢エコノミー｣にして､細かいものを記録してい

ませんか。｢ノーマル｣や｢エコノミー｣で細かいものを記録
すると､画像がモザイク状になることがあります。｢ファイ
ン｣にして､記録してください。(P51)

Q2: カードに記録されたファイルが消去できない。
A2-1: ファイルがロックされていませんか。ロック設定をしてい

ると消去できません。(P60)
A2-2: S D メモリーカードの場合､ 書き込み禁止スイッチが

｢LOCK｣側になっていると消去できません。(P61)

Q3: カードに記録していないのに｢残 0 枚｣と表示され､記録で
きない。

A3: タイトルなどのデータが多く記録されていませんか。
Q4: カードの画像がおかしい。
A4: データが壊れているおそれがあります。データは静電気や

電磁波で壊れることがあります。 大切なデータは､テープ
やパソコンなどにも記録するようにしてください。

Q5: カード再生中に｢×｣マークが表示される。
A5: 形式の異なるデータや壊れたデータを再生しています。

(P53)

Q6: カードをフォーマットしても使えるようにならない。
A6: 本機､またはカードの故障と思われます。 お買い上げの販

売店にご相談ください。

USB接続関係
Q1: USB 接続キットを使用時にパソコンが認識しない。
A1: USBドライバーはインストールされていますか。詳しくは､

USB接続キットの説明書をお読みください。

その他
Q1: カセットの取り出しができない。
A1-1: 電源スイッチは｢入｣になっていますか。 バッテリーやAC

アダプターは正しく接続されていますか。(P16､17)
A1-2: 放電したバッテリーを使用していませんか。バッテリーを

充電してから取り出してください。(P16)
A1-3: カセットカバーを一度完全に閉じてから､再度最後まで開い

てください。(P19)

Q2: カセットの取り出し操作以外何も操作できない。
A2: つゆつきになっていませんか。 つゆつきがなくなるまで

待ってください。(P88)

Q3: リモコンが働かない。
A3-1: リモコンのコイン電池が消耗していませんか。新しいコイ

ン電池と交換してください。(P21)
A3-2: リモコンの設定は合っていますか。 リモコンと本機の｢リ

モコン｣設定が合っていないと､リモコンを操作しても動作
しません。(P21)

Q4: 電源が入っているのに何も操作できない､正常に動作しない。
A4-1: DPOF設定内容の確認中ではないですか。設定内容の確認

は時間がかかる場合があります。｢動作中ランプ｣が消灯す
るまでお待ちください。(P63)

A4-2: カセットを取り出してから､RESETボタンを押してくださ
い。それでも直らない場合は電源を外して1分ほどおいた
あと､再度電源を入れ直してください。(｢動作中ランプ｣が
点灯中に上記の操作を行うとカードのデータが破壊される
ことがあります)
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自己診断表示機能
本機は異常を知らせる自己診断表示機能があります。
液晶モニターまたはファインダーに表示が出ますので､異常と思わ
れる場合は､下記を参考に対応してください。

本機につゆつきが発生したとき
｢つゆがつきました｣と｢U10｣を表示します。

–
表示が消えるまでお待ちください。(P88)

本機のヘッドがよごれたとき
｢ヘッドをクリーニングしてください｣と｢U11｣を表示します。

–
ヘッドをクリーニングしてください。(P88)

本機が異常動作を検出したとき
｢RESET ボタンをおしてください｣と表示します。

–
テープ保護のためにカセットを取り出してから､RESETボタンを押
してください。 再起動します。

他機(パソコン)でフォーマットされたメモリーカードを使ってカー
ド記録したとき
｢RESET ボタンをおしてください｣と表示します。

–
本機でメモリーカードをフォーマットしてください。(P61)

RESET ボタンの押しかた

本機の修理が必要なとき
｢シュウリがひつようです。 お店へ…｣と表示します。

–
接続している電源を外して､お買い上げの販売店へご連絡くださ
い。 お客様での修理は､ご遠慮ください。

先の細いもので RESET ボ
タンを押して､本機を再起動
させてください。
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DC 7.9/7.2 V
録画時 2.6 W(ファインダー使用時)　3.6 W(液晶使用時 明るさ:標準)

NTSC 日米標準信号方式
Mini DV方式(民生用デジタルVCR SD仕様)
6.35 ミリ幅デジタルビデオテープ
最大 80分(SP)120分(LP)(DVM80使用時)
SP 時:18.812 mm/秒　LP 時:12.555 mm/秒
デジタルコンポーネント記録
PCMデジタル記録:16 bit (48 kHz/2ch)　12bit (32 kHz/4ch)
CCD 固体撮像素子 (有効画素 34万画素､総画素 68 万画素)
自動絞り10 倍電動ズーム F1.8 (f=3.15 ～ 31.5 mm)マクロ付き(フルレンジAF)
約 2分 20秒 (DVM60使用時)
30.5mm
光学10 倍･デジタル 25 倍･スーパーデジタル100 倍
2.5インチ液晶モニター(約11.2 万画素)
電子カラービューファインダー
ステレオマイクロホン
20 mm 丸形1個
自動追尾ホワイトバランス方式
1400 ルクス
12 ルクス

　　電　　源
　　消費電力

信号方式
録画方式
使用テープ
録画時間
テープ速度
映像記録方式
音声記録方式
撮像素子
レンズ
早送り･巻き戻し
フィルター径
ズーム
モニター
ファインダー
マイク
スピーカー
白バランス調整
標準被写体照度
最低照度

デジタルビデオカメラ

仕様
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S 映像出力
映像出力
音声出力
ヘッドホン出力
デジタル静止画
S 映像入力
映像入力
音声入力
マイク入力
USB/ ミニシステムE

デジタル
インターフェース

外形寸法
本体質量
使用時質量
推奨使用温度
許容相対湿度
バッテリー持続時間
記憶メディア
画像圧縮方式

Y 出力:1 Vp-p 75 Ω　C 出力:0.286 Vp-p 75 Ω
1 Vp-p 75 Ω
316 mV　インピーダンス 600 Ω
77 mV 32 Ω負荷時(AVミニジャック兼用)
デジタル静止画出力､制御信号入出力(転送レート:最大115 kbps )
Y 入力:1 Vp-p 75 Ω　C 入力:0.286 Vp-p 75 Ω
1 Vp-p 75 Ω
316 mV　インピーダンス 10 kΩ以上
マイク感度－ 50 dB(0 dB＝1V/Pa 1 kHz)(ステレオミニジャック)
カードリーダーライター機能､USB2.0準拠(最大12 Mbps)
著作権保護対応無し / 編集ミニシステムE端子

DV入出力端子(i.LINK､4pin)
幅 68 ×高さ 89 ×奥行き114 mm

約 470 ggggg (レンズキャップ含まず)

約 570 ggggg (付属のバッテリー､テープ:AY-DVM60 使用時)
0 ℃～ 40 ℃
10 ％～ 80 ％
16ページを参照してください。
SDメモリーカード､マルチメディアカード
JPEG準拠

AC100ー 240 V  50/60 Hz
23 VA (100 V時) /32 VA (240 V時)
7.9 V　1.2 A (ビデオカメラ)
8.4 V　1.2 A (充電)

　　電　　源
　　入力容量
　　DC出力
　　充電出力

ACアダプター
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転居や贈答品などでお困りの場合は･･･
●修理は､サービス会社･販売会社の｢修理ご相談窓口｣へ！
●その他のお問い合わせは､｢お客様ご相談センター｣へ！
■ 保証書(別添付)

お買い上げ日･販売店名などの記入を必ず確かめ､お買い上げの販
売店からお受け取りください。よくお読みのあと､保存してくだ
さい。

保証期間:お買い上げ日から本体１年間

■ 修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのうえ､直らないときは､まず接続してい
る電源を外して､お買い上げの販売店へご連絡ください。

● 保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理をさせていただ
きますので､恐れ入りますが､製品に保証書をそえてご持参くださ
い。

● 保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については､ご希望により有料で修理
させていただきます。ただし､デジタルビデオカメラの補修用性
能部品の最低保有期間は､製造打ち切り後 8 年です。
注)補修用性能部品とは､その製品の機能を維持するために必要な

部品です。
● 修理料金の仕組み

修理料金は､技術料･部品代･出張料などで構成されています。

技術料 は､診断･故障個所の修理および部品交換･調整･修理完了
時の点検などの作業にかかる費用です。

部品代 は､修理に使用した部品および補助材料代です。

出張料 は､製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

保証とアフターサービス(よくお読みください)

修理･お取り扱い･お手入れなどのご相談は･･･　
まず､お買い上げの販売店へお申し付けください
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保証とアフターサービス(よくお読みください)(つづき)
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ア行
アフレコ(P66)
ウインドNR(ノイズリダクション)(P32)
オートフォーカス(P92)
おしらせブザー(P75)
音量調整(P33)

カ行
カード再生(P52)
カウンターメモリー機能(P93)
カウンターリセット(P93)
画像伝送(P56)
可変速サーチ(P34)
カメラサーチ(P38)
カラーナイトビュー(P41)
逆光補正(P40)
ゲイン(P44)
子画面P in P 機能(P47)
誤消去防止つまみ(P19)
コマ送り再生(P36)

サ行
サーチロック機能(P35)
サーフ＆スノーモード(P40)
撮影チェック(P25)

シーンサーチ(P38)
シネマ(P29)
絞り(P44)
シャッター効果(P26)
ショートカットメニュー(P62)
ジョグ再生(P36)
白バランス(P42)
ズーム /デジタルズーム(P28)
スポーツモード(P40)
スポットライトモード(P40)
スライドショー設定(P55)
スロー再生(P35)

タ行
タイトルイン(P58)
タイトル作成(P58)
タイムコード(P93)
対面撮影(P31)
ダビング(P63､64)
つゆつき(P88)
デジタル機能 /効果(P45)
デジタル静止画(P26)
デジタル静止画端子(P70)
手ぶれ補正(P30)
デモモード(P75)
電子シャッター(P44)

索引(アイウエオ順)
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ナ行
ナンバー指定(P53)
年月日､時刻の表示(P33)
年月日､時刻を合わせる(P78)

ハ行
ハイパーチェック(P35)
表示モード(P76)
フェード(P44)
フォーマット(P61)
フォトサーチ(P38)
フォトショット(P26､51)
ブランクサーチ(P39)
フリースタイルリモコン(P14)
フレーム静止画(P28)
プログレッシブ機能(P28､93)
ヘッドよごれ(P88)
ポートレートモード(P40)

マ行
マクロ機能(P28)
マニュアルフォーカス(P43)
マルチメディアカード(P73)
マルチモード(P48)
ミニシステムE端子(P70)
メニュー(P23､74～76)
メモリー消去(P60)

ラ行
リピート再生(P35)
リモコン(P20)
連写フォトショット(P26)
ローライトモード(P40)
ロック設定(P60)

英･数字順
エーシー

ACアダプター(P16､17)
エーディー

AD変換(P65)
エーイー

AE設定(P40)
エーブイ

AV入出力 /ヘッドホン /リモコン端子(P33､36､63､64)

　　　 　(P71)
ディーポフ

DPOF設定(P62)
ディーブイ

DV端子(P68､69)
ピーシーエム

PCM音声(P91)
リ セ ッ ト

RESETボタン(P12､99)
エスディー

SDメモリーカード(P73)
エスピーエルピー

SP/LPモード(P30)
ユーエスビー

USB端子(P70)

1.5秒クイックスタート(P27)
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